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　広報たかのす　閉町記念特集号  ２�

閉
町
に
あ
た
っ
て

鷹
巣
町
長
　
岸
　
部
　
　
陞�

　
新
緑
芽
吹
く
春
の
装
い
と
と
も

に
３
月
22
日
、
い
よ
い
よ
北
秋
田

市
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
の
一
方
で

鷹
巣
町
制
50
年
の
歴
史
が
幕
を
閉

じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。�

　
鷹
巣
町
は
、
昭
和
30
年
４
月
１
日
、

当
時
の
鷹
巣
町
・
栄
村
・
坊
沢
村
・

七
座
村
・
沢
口
村
の
合
併
と
、
翌

年
９
月
30
日
の
綴
子
村
・
七
日
市

村
の
合
併
を
経
て
今
日
に
至
る
ま
で
、

半
世
紀
に
わ
た
り
新
生
鷹
巣
町
と

し
て
、
そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
住
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
、
産
業
・
経
済
・

教
育
・
文
化
な
ど
多
く
の
分
野
に

お
い
て
北
秋
田
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。�

　
今
日
の
鷹
巣
町
の
発
展
が
あ
り

ま
す
の
は
、
時
に
は
洋
々
た
る
前

途
に
心
躍
ら
せ
な
が
ら
、
時
に
は

幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
活
躍

し
て
こ
ら
れ
た
先
人
諸
氏
を
は
じ

め
と
す
る
町
民
の
皆
様
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
献
身
的
な
ご
尽
力

の
賜
物
で
あ
り
、
そ
の
功
績
に
対

し
ま
し
て
衷
心
よ
り
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
す
。�

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
国
・
県
等
関

係
機
関
の
皆
様
に
は
町
政
全
般
に

わ
た
る
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
、

今
日
の
鷹
巣
町
へ
と
歩
み
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
た
大

館
能
代
空
港
の
誘
致
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
機
関
の
ご
支
援
の
も
と
鹿
角

地
域
か
ら
能
代
山
本
地
域
に
わ
た

る
県
北
一
円
の
取
組
み
に
よ
り
、

悲
願
の
空
港
が
平
成
10
年
に
開
港

し
た
こ
と
は
ま
さ
に
歴
史
の
１
ペ

ー
ジ
と
し
て
特
筆
す
べ
き
出
来
事

で
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
輝
か
し
い
発
展

と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
鷹
巣
町
で

は
あ
り
ま
す
が
、
時
代
の
変
遷
と

と
も
に
日
本
の
社
会
構
造
も
大
き

く
変
貌
を
遂
げ
、
国
も
地
方
も
改

革
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
昨
今
、

当
町
で
は
鷹
巣
阿
仁
地
域
の
４
町

に
よ
る
合
併
の
道
を
選
択
す
る
に

至
り
ま
し
た
。�

　
私
自
身
、
１
期
２
年
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
指

導
と
心
温
ま
る
ご
支
援
の
お
陰
に

よ
り
、
そ
の
重
責
を
担
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
の
鷹
巣

町
長
と
し
て
町
制
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
光
栄
に
存

じ
上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
鷹
巣
町

の
歴
史
に
幕
を
引
く
役
目
と
な
り
、

大
変
複
雑
な
心
境
に
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
合
併
は
す
る

こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
北
秋
田

市
の
誕
生
に
は
大
い
に
期
待
を
寄

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
民

の
皆
様
に
は
鷹
巣
町
に
生
ま
れ
育

っ
た
こ
と
を
誇
り
と
し
、
融
和
と

協
調
を
大
切
に
、
北
秋
田
市
発
展

の
た
め
更
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。�

  

結
び
に
、
鷹
巣
町
に
ご
厚
情
を
賜

り
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
深
甚
な

る
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ふ

る
さ
と
鷹
巣
の
弥
栄
を
祈
念
し
、

閉
町
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。�
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歴代町長�

歴 代 助 役 �

歴代収入役�

歴代教育長�
河田 太茂蔵

昭和31年10月１日～

昭和39年９月30日

渡 辺 勝 蔵

昭和39年10月３日～

昭和49年６月30日

高 橋 茂 明

昭和49年７月９日～

昭和57年６月30日

中 嶋 修 三

昭和57年７月５日～

平成２年６月30日

藤 嶋 健 一

平成２年７月１日～

平成４年12月31日

佐 藤 秀 男

平成５年２月９日～

平成８年９月30日

松 田 孫 明

平成８年10月８日～

平成15年５月12日

三 澤　　仁

平成15年８月１日～

平成17年３月21日

長崎 文太郎

昭和30年４月12日～

昭和38年４月11日

笹 原　　一

昭和38年６月28日～

昭和50年６月27日

畠山 喜代治

昭和50年６月28日～

昭和51年４月30日

河 田 英 治

昭和51年５月１日～

昭和57年５月24日

成田 多千雄

昭和57年７月１日～

平成４年12月31日

吉 田 昌 弘

平成５年４月１日～

平成７年３月31日

斎 藤 和 憲

平成８年10月15日～

平成15年７月31日

河 田 弘 美

平成16年４月１日～

平成17年３月21日

成 田 正 彦

昭和30年４月12日～

昭和30年４月22日

神 成 嘉 雄

昭和30年４月12日～

昭和33年３月31日

小 坂 重 郎

昭和30年４月12日～

昭和33年11月11日

萩 原 秀 三

昭和33年５月１日～

昭和37年４月30日

三 澤 　　宏

昭和59年６月27日～

昭和62年１月16日

今 野　 　実

昭和62年６月24日～

平成３年５月12日

惠比原　 脩

平成３年６月28日～

平成７年６月27日

岩 谷 利 男

平成８年10月１日～

平成15年５月12日

初代町長

成 田 喜 八

昭和30年５月13日～

昭和42年５月12日

３代町長
岩 川　　徹

平成３年５月13日～

平成15年５月12日

４代町長

岸 部　　陞

平成15年５月13日～

平成17年３月21日

成 田 仁 市

昭和37年９月28日～

昭和41年９月27日

成 田　　稔

昭和38年７月４日～

昭和42年３月31日

藤 嶋 修 三

昭和43年４月26日～

昭和51年４月27日

畠山 喜代治

昭和51年５月１日～

昭和59年４月30日

惠比原　 脩

平成15年９月25日～

平成17年３月21日

　
２代町長
　

昭和42年５月13日～

平成３年５月12日



　広報たかのす　閉町記念特集号  ４�

七座村

栄村鷹巣町坊
沢
村

沢口村

　明治22年町村制施行にともない黒沢、前山、今泉、

小繋、麻生の５カ村が合併して七座村と称する。

　また、羽州街道と阿仁部へ通ずる要路であったこ

とから、水陸交通の要所として早くから開けた土地

であった。

　村にはきみまち阪、霊場高岩山原生林の七座山、

天神神社など風光明媚な自然に恵まれていた。（い

ずれも二ツ井に分町）

合併直前の人口　３，４７６人

村長　平泉七郎

七座村

昭
和
の
大
合
併�

　阿仁合線の拠点であると同時に、国や県の出先機

関が設置されるなど、行政・文化・経済・交通の中

心で、古くから郡都として栄えた。産業は周辺の村

が農林業が盛んであったので、商業と、天然秋田杉

の集積、加工等木材の町としても活況を呈した。

　昭和25年の大火後復興の厳しい財政にもかかわら

ず、都市計画事業により近代的な街づくりが進めら

れた。

合併直前の人口　８，０４２人

町長　成田喜八

鷹巣町
　国道、奥羽本線、米代川が貫通していながらその

恩恵は少なく、戊辰戦争の全村焼討、水害等による

飢餓が村の歴史であった。

　殆どを占める小作農、乏しい村有林野など村の財

政は厳しかった。また、馬産、藁工品も盛んで、特

産品として坊沢箒があった。

合併直前の人口　２，５７７人

村長　佐藤啓喜

坊沢村

　戦後間もない昭和23年に沢口酪農組合では、岩手

県から11頭の成牛を導入し、10年の間に100頭を越

える乳牛が飼育され、北秋酪農のメッカとなった。

また、養鶏も盛んに行われるなど農家の複合経営に

いち早く取り組んだ村でもある。

　さらに、堂ケ岱地内の灌漑堤が、桜の名所（鷹巣

中央公園）として昭和27年に秋田30景に選ばれるな

ど、鷹巣町と一体となった発展計画が早くから進め

られていた。

合併直前の人口　３，２０５人

村長　神成嘉雄

沢口村
　村財政が厳しい当時、造林事業を推進するととも

に、子弟の教育にも熱心な地域であった。また、現

金収入の少ない時代には、藁加工や木炭、養蚕など

が盛んに行われた。

　米代川沿いの肥沃な土からは、歯ざわりのよい太

田ゴボウが当時の名産として近郷から注目を引いた。

合併直前の人口　１，９０９人

村長　小坂重郎

栄　村

　
昭
和
28
年
11
月
１
日
、
町
村
合
併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の

地
図
は
ぬ
り
か
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
県
で
は
、
町
村
合
併
促
進
協
議
会
を
設
け
町
村
数
を
３
分
の
１
に
、
人
口

は
８
０
０
０
人
以
下
の
小
規
模
町
村
を
合
併
し
、
町
村
自
治
体
の
適
正
化
を

図
り
、
運
営
の
合
理
化
、
能
率
化
を
推
進
す
る
目
的
で
、
29
年
５
月
６
日

「
秋
田
県
合
併
計
画
案
」を
発
表
し
、
新
鷹
巣
町
発
足
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

昭和30年�
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平成17年�
七日市村

綴子村

平
成
の
大
合
併�

　駅馬役所本陣が設けられ、羽州街道

の要所として栄えた村であり、古くか

ら良馬をはじめ役牛などを産していた。

　また、稲作の反収増産にもめざめた

土地であり、戦後はいち早く耕地整理

を実施するなど、米代川からの用水確

保で３７７haの水田を潤した。

　綴子沢、糠沢沢は天然秋田杉にも恵

まれ、村をあげて造林事業に取り組み、

財政的に豊かな村であった。

合併直前の人口　４，８４６人

村長　岩谷勇八

綴子村
　天然秋田杉の主産地として、全国的

にも有名であり、柾木羽、樽木など木

産を中心とした産業のほか、良質木炭、

無煙炭、鉱石などを算出し経済的にも

豊かな村であったが、村の面積が広大

なため小学校３校、中学校２校が設置

されるなど、教育を充実するために村

財政の出費もかさむところであった。

　また、一時期は、郡立農林学校、営

林署の前身が設置されたこともある。

合併直前の人口　３，９９３人

村長　千葉栄太郎

七日市村

鷹巣町

森吉町

阿仁町

合川町

鷹巣町

合川町

森吉町阿仁町

昭和31年�

合併直前の人口と世帯
　２１，３６９人
　　７，６４９世帯
町長　岸部　陞

合併直前の人口と世帯
　７，８７２人
　２，９７４世帯
町長　佐藤修助

合併直前の人口と世帯
　７，６４３人
　２，６５２世帯
町長　近藤健一郎

合併直前の人口と世帯
　４，１９０人
　１，６４８世帯
町長　浜田　章

鷹巣町

　
合
併
特
例
法
は
、
昭
和
40
年
に
制
定
さ
れ
、
10
年
ご
と
に

延
長
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
11
年
に
地
方
分
権
一
括
法
に
よ

り
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
合
併
へ
の
取
り

組
み
が
進
ん
だ
。

　
平
成
16
年
２
月
９
日
、
鷹
巣
町
・
合
川
町
・
森
吉
町
・
阿

仁
町
の
４
町
も
法
定
協
議
会
を
設
置
し
、
平
成
17
年
３
月
22

日
に
北
秋
田
市
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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昭
和
30
年

1955

昭
和
31
年

昭
和
34
年

昭
和
33
年

昭
和
32�
年

1956

195719581959

▲鷹巣中学校が全県少年野球大会で初優勝。
ブラスバンドを先頭にトラック２台で町内
をパレード。統合中になる最後の年であっ
た（Ｓ32年）

▲一部地区の分町問題など、さまざまな困難を
乗り越えながら実現した昭和の合併（Ｓ32年）
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月
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月
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23
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11
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４
月
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５
月
３
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�

９
月
10
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11
月
30
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１
月
１
日�

１
月
22
日�

３
月
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日�

４
月
30
日�

６
月
22
日�

������

４
月
１
日�

���

　
　
８
日�

５
月
５
日�

　
　
13
日�

10
月
１
日�

����

　
　
31
日�

11
月
３
日�

　
　�

�

１
月
28
日�

��

３
月
25
日�

�

４
月
１
日�

��

７
月
23
日�

��

９
月
30
日�

世
帯
数
４
８
４
０
世
帯
、
人
口
２
万
８
０

４
７
人�

第
79
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
を
開
催
、
期

間
中
25
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う
（
〜
16�
日
）�

��

竜
森
地
区
の
一
部
が
森
吉
町
に
分
町
を
希

望
し
た
が
、
住
民
投
票
の
結
果
、
分
町
は

成
立
し
な
か
っ
た�

鷹
巣
中
学
校
が
全
県
少
年
野
球
大
会
で
悲

願
の
初
優
勝�

鷹
巣
気
象
通
報
所
開
設�

記
念
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町
民
運
動
会
を
開
催�

鷹
巣
統
合
中
学
校
第
１
期
工
事
起
工
式�

��

坊
沢
小
学
校
で
パ
ン
食
と
脱
脂
牛
乳
給
食

開
始�

秋
田
県
立
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
定
時
制
課

程
七
日
市
分
校
廃
止�

坊
沢
で
支
那
事
変
・
大
東
亜
戦
争
戦
没
者

慰
霊
碑
を
建
設�

鷹
巣
中
、
七
座
中
、
坊
沢
中
、
綴
子
中
、

栄
中
と
沢
口
中
を
統
合
し
「
鷹
巣
中
学
校
」

を
創
立�

米
代
町
通
り
（
１
９
０
ｍ
）
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装�

��

新
町
初
の
名
刺
交
換
会
開
催�

鷹
巣
小
学
校
で
牛
乳
給
食
開
始�

中
学
校
卒
業
就
職
生
徒
壮
行
会�

町
長
選
挙�

第
16
回
国
体
に
備
え
て
準
備
委
員
会
が
発
足�

������

鷹
巣
町
、
坊
沢
村
、
栄
村
、
沢
口
村
、
七

座
村
の
５
カ
町
村
が
合
併
し
て
「
新
鷹
巣
町
」�

が
誕
生
　
世
帯
数
３
３
０
０
世
帯
、
人
口

２
万
１
１
６
人�

新
町
初
議
会
開
催
（
議
員
数
77
人
）�

町
廣
報
第
１
号
を
発
刊�

町
長
選
挙
、
成
田
喜
八
氏
当
選�

鷹
巣
町
小
繋
、
麻
生
、
下
田
平
地
区
を
鷹

巣
町
か
ら
分
離
し
て
二
ツ
井
町
に
編
入�

国
勢
調
査
実
施
、
世
帯
数
４
８
６
４
世
帯
、

人
口
２
万
７
６
６
３
人
（
世
帯
、
人
口
と

も
綴
子
・
七
日
市
両
村
を
加
算
）�

綴
子
小
学
校
糠
沢
分
校
新
築
落
成�

栄
小
・
中
学
校
新
校
舎
落
成
式�

��

町
議
会
議
員
選
挙
区
お
よ
び
定
数
条
例
を

定
め
る
。
鷹
巣
13
人
、
栄
３
人
、
坊
沢
３
人
、

七
座
３
人
、
沢
口
４
人
、
計
26
人�

合
併
後
初
の
５
小
選
挙
区
制
に
よ
る
町
議

会
議
員
選
挙
を
実
施�

坊
沢
小
学
校
観
音
堂
岱
分
校
を
緑
ヶ
丘
小

学
校
に
、
沢
口
小
学
校
坊
山
分
校
を
坊
山

小
学
校
と
改
称
し
て
独
立
校
と
な
る�

豪
雨
に
よ
り
小
猿
部
川
が
大
洪
水
、
流
失

埋
没
田
畑
97�
ha�
ほ
か
に
農
業
用
施
設
が
大

き
な
被
害
を
う
け
る�

綴
子
村
、
七
日
市
村
が
鷹
巣
町
に
編
入
合
併
、

鷹
巣
町
合
併

鷹
巣
町
合
併
50
年
の
軌
跡

年
の
軌
跡�
鷹
巣
町
合
併
50
年
の
軌
跡�



　広報たかのす　閉町記念特集号　�７�

昭
和
37
年

昭
和
36
年

昭
和
35
年

昭
和
38
年

昭
和
39
年

196019611962

19631964

▲秋田国体では、バレーボール会場
として天皇、皇后両陛下をお迎えす
るなど、町は国体一色となった
（Ｓ36年）

　試合は
大館鳳鳴
対藤沢商

▲
　

　新築第１期工
事が終了した昭
和35年頃の統合
中学校。当時は
生徒数1,575人で
県内第２位の大
規模校であった

▲
　

４
月
１
日�

　
　
11
日�

10
月
３
日�

　
　
15
日�

　
　
20
日�

11
月
22
日�

��

１
月
30
日�

�

４
月
10
日�

�

　
　
30
日�

５
月
18
日�

�

６
月
10
日�

７
月
25
日�

９
月
８
日�

��

11
月
25
日�

����

３
月
26
日�

４
月
１
日�

５
月
８
日�

７
月
２
日�

８
月
26
日�

９
月
21
日�

�

10
月
16
日�

�

８
月
21
日�

�
10
月
23
日�

11
月
２
日�

��

２
月
19
日�

３
月
26
日�

�

４
月
１
日�

���

　
　
４
日�

　
　
25
日�

９
月
10
日�

10
月
１
日�

���

４
月
１
日�

�

７
月
５
日�

�

10
月
２
日�

　
　
９
日�

　
　�

�

　
　
11
日�

�����

町
の
保
健
補
導
員
制
度
が
発
足�

県
立
鷹
巣
職
業
訓
練
所
開
所�

北
秋
中
央
病
院
新
築
落
成
式�

広
報
た
か
の
す
が
月
２
回
の
発
行
と
な
る�

旧
記
念
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
を
公
売
入
札�

鷹
巣
営
林
署
庁
舎
落
成�

��

第
１
回
町
民
ス
キ
ー
大
会
を
深
関
ス
キ
ー

場
で
開
催
（
39
年
か
ら
薬
師
山
ス
キ
ー
場
）�

鷹
巣
中
学
校
野
球
場
工
事
中
に
、
平
安
朝

期
の
埋
没
家
屋
（
胡
桃
館
遺
跡
）
を
発
見�

町
長
選
挙�

鷹
巣
小
学
校
に
本
町
初
め
て
の
鉄
筋
３
階

建
校
舎
が
完
成�

坊
沢
小
学
校
竣
工
式�

鷹
巣
神
社
例
祭
を
７
月
11
日
か
ら
変
更�

第
１
回
町
民
体
育
祭
開
催�

第
１
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
（
第
６
回
か
ら

独
立
開
催
）�

全
国
学
校
植
林
コ
ン
ク
ー
ル
で
竜
森
小
が

特
選
校
と
な
り
、
文
部
・
農
林
両
大
臣
賞

を
受
賞�

��

町
議
会
議
員
選
挙�

糠
沢
分
校
を
廃
止
、
綴
子
小
学
校
に
統
合�

３
堰
合
同
頭
首
工
完
成
導
水
式�

日
赤
社
費
・
共
同
募
金
増
強
福
祉
大
会�

綴
子
小
学
校
新
築
工
事
着
工�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
が
町

を
通
過�

第
１
回
鷹
巣
町
教
育
祭
開
催
（
〜
17
日
）�

�

阿
仁
合
線
延
長
工
事
（
阿
仁
合
・
比
立
内
間
）

起
工
式�

鷹
ノ
巣
駅
舎
新
築
落
成
式�

第
１
回
鷹
巣
町
産
業
祭
開
催
（
〜
４
日
）�

��
綴
子
内
館
文
庫
が
県
文
化
財
指
定�

町
村
合
併
後
初
の
大
選
挙
区
に
よ
る
町
議

会
議
員
選
挙�

七
日
市
中
学
校
と
沢
口
中
学
校
の
学
区
再

編
統
合
に
よ
り
、
鷹
巣
南
中
学
校
を
創
立�

鷹
巣
中
学
校
が
統
合
し
て
最
初
の
入
学
式

を
行
う�

国
体
鷹
巣
町
実
行
委
員
会
発
足�

栄
小
学
校
で
完
全
給
食
を
実
施�

鷹
巣
町
商
工
会
が
発
足�

国
勢
調
査
実
施
、
世
帯
数
５
４
４
１
世
帯
、

人
口
２
万
７
２
４
０
人�

��

綴
子
・
七
日
市
両
森
林
組
合
が
合
併
し
「
鷹

巣
町
森
林
組
合
」
が
発
足�

南
鷹
巣
に
北
秋
田
郡
家
畜
共
済
診
療
所
が

完
成�

国
体
旗
リ
レ
ー
が
町
内
を
通
過�

第
16
回
国
民
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
（
高
校
男
女
、
教
員
）
が
鷹
巣
を
会
場

に
開
催
（
〜
12
日
）�

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
国
体
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
ご
観
覧
の
た
め
御
来
町
。
町
内
小

学
校
３
年
生
以
上
の
児
童
生
徒
が
両
陛
下

を
御
奉
迎�

��



　広報たかのす　閉町記念特集号  ８�

昭
和
41
年

昭
和
40
年

19651966

昭
和
44
年

昭
和
43
年

昭
和
42
年

1967

19681969

▲合併10周年記念式典で成田喜八
町長は「この10年間を基礎にさら
に町民各位の協力を願い明日への町
勢発展に努力したい」とあいさつ（Ｓ
41年）

▲ピンポン玉大の降雹により窓ガラ
スの３分の１が割れた旧沢口小。田
植後の水田も泥海と化した（Ｓ42年）

▲旧、新鷹巣町で町長として尽力され
た成田喜八氏と、新たに選出された出
川町長（当時）が事務引継を行った（Ｓ
42年）

　�

３
月
28
日�

�

４
月
１
日�

���

　
　
13
日�

�

　
　
28
日�

�

６
月
５
日�

�

12
月
13
日�

�

　�３
月
６
日

３
月
27
日�

４
月
１
日�

�

５
月
31
日

６
月
３
日�

11
月
２
日�

12
月
１
日�

��

　
　
20
日�

���

３
月
18
日�

４
月
１
日�

���

��

２
月
５
日�

�
５
月
19
日�

７
月
15
日�

�

９
月
25
日�

10
月
１
日�

�

11
月
１
日�

��

　
　
23
日�

��

１
月
１
日�

　
　
10
日�

　
　
30
日�

�

３
月
31
日�

�

４
月
１
日�

�

５
月
５
日�

　
　
７
日�

９
月
７
日�

　
　
30
日�

12
月
３
日�

　
　
12
日�

�

　
　
20
日�

��

��

鷹
巣
、
森
吉
、
合
川
、
上
小
阿
仁
４
カ
町

村
衛
生
施
設
組
合
発
足�

第
１
回
町
内
小
学
校
交
歓
陸
上
競
技
大
会�

町
が
文
部
省
か
ら
社
会
体
育
モ
デ
ル
町
に

指
定
さ
れ
る�

商
工
会
館
（
当
時
）
新
築
落
成�

国
勢
調
査
実
施
、
世
帯
数
５
９
５
３
世
帯
、

人
口
２
万
６
２
４
４
人�

役
場
の
６
支
所
（
七
座
・
坊
沢
・
綴
子
・�

栄
・
沢
口
・
七
日
市
）
を
廃
止
し
本
庁
に

統
合�

第
１
回
町
民
駅
伝
大
会�

��

名
刺
交
換
会
を
中
止�

鷹
巣
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
結
成�

第
１
回
鷹
巣
町
連
合
青
年
会
模
擬
議
会
を

開
催
（
33
人
）�

竜
森
中
学
校
を
廃
止
し
て
鷹
巣
南
中
学
校

に
統
合�

誘
致
企
業
第
１
号
と
し
て
「
楽
屋
被
服
」
が
、

綴
子
小
旧
校
舎
を
工
場
と
し
て
操
業
開
始�

米
代
運
動
公
園
（
児
童
遊
園
地
）
開
園
式�

綴
子
小
学
校
新
築
落
成
式�

鷹
巣
陸
橋
が
完
成
（
全
長
３
２
０
ｍ
）�

町
村
合
併
10
周
年
記
念
式
典�

秋
北
バ
ス
鷹
巣
営
業
所
が
新
築
営
業
開
始�

誘
致
企
業
第
２
号
ハ
リ
マ
ヤ
運
動
用
品
株

式
会
社
鷹
巣
工
場
操
業
開
始�

銀
座
通
り
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
完
成�

��

鷹
巣
町
外
４
カ
町
村
衛
生
施
設
組
合
米
代

流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
落
成
式�

秋
田
県
立
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
が
、
普
通

科
と
家
政
科
を
新
設
の
鷹
巣
高
等
学
校
に

分
離
し
、
単
独
の
実
業
高
等
学
校
と
な
る�

秋
田
県
立
鷹
巣
高
等
学
校
創
立�

西
部
農
業
協
同
組
合
（
坊
沢
、
前
山
、
七

座
が
合
併
）
が
発
足�

町
長
・
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
、
　
　
　

一
氏
当
選�

降
雹
で
旧
沢
口
小
の
窓
ガ
ラ
ス
８
０
０
枚

破
損
、
農
作
物
に
も
被
害
が
及
ぶ�

鷹
巣
町
青
少
年
健
全
育
成
世
話
人
会
が
発
足�

��

名
誉
町
民
第
１
号
、
成
田
喜
八
氏
伝
達
式�

町
議
会
議
員
選
挙�

鷹
巣
小
学
区
の
新
田
中
地
区
を
綴
子
小
学

区
に
改
編�

米
代
川
鷹
巣
橋
に
歩
道
橋
が
完
成�

ゴ
ミ
収
集
を
町
直
営
で
開
始�

鷹
巣
町
教
育
と
文
化
の
祭
典
を
開
催�

向
黒
沢
と
蟹
沢
に
鉱
滓
流
送
パ
イ
プ
を
利

用
し
た
歩
道
橋
が
完
成�

鷹
巣
町
公
民
館
付
属
図
書
館
開
館
式�

町
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
に
ロ
ー
プ
棟
と
鉄

骨
ヒ
ュ
ッ
テ
完
成�

��

七
座
小
学
校
が
飛
火
で
全
焼�

七
日
市
、
沢
口
、
坊
山
小
学
校
を
廃
止
し
、

南
小
学
校
、
中
央
小
学
校
創
立�

町
費
で
全
妊
婦
に
対
し
栄
養
食
品
（
牛
乳

ま
た
は
ミ
ル
ク
）
を
無
償
支
給�



　　広報たかのす　閉町記念特集号　�９�

昭
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49
年

昭
和
48
年

昭
和
47
年

昭
和
46
年

昭
和
45
年

19701971

197219731974

　世紀の祭典、札幌オリンピックに向か
う聖火が、町内７区間を91名のリレー隊、
５区間をトーチ車でリレー（Ｓ47年）

▼鷹巣阿仁の大動脈、阿仁合線を走
ったＳＬの勇姿。昭和49年に現役を
退き、児童公園に設置された

����

１
月
18
日�

�

　
　
28
日�

３
月
29
日�

４
月
１
日�

�

５
月
１
日�

７
月
11
日�

　
　
19
日�

��

２
月
10
日�

　
　
20
日�

４
月
25
日�

９
月
30
日�

�

10
月
31
日�

��
11
月
22
日�

���

２
月
27
日�

３
月
25
日�

�

４
月
１
日�

�

６
月
１
日�

７
月
30
日�

９
月
４
日�

６
月
12
日�

８
月
19
日�

　
　
30
日�

10
月
20
日�

11
月
１
日�

�

11
月
２
日�

��
12
月
25
日�

��

２
月
18
日�

４
月
１
日�

７
月
１
日�

８
月
15
日�

10
月
１
日�

�

　
　
６
日�

�

12
月
19
日�

�

　
　
27
日�

��

４
月
１
日�

�

　
　
25
日�

５
月
31
日�

�

10
月
１
日�

�

　
　
27
日�

�

11
月
30
日�

進
条
例
」
第
１
号
の
適
用
を
受
け
糠
沢
に

集
団
移
転�

��

冬
季
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー

が
本
町
を
通
過�

鷹
巣
合
川
消
防
本
部
が
完
成
（
現
産
業
会
館
）�

町
議
会
議
員
選
挙�

南
部
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
（
中
央
小
、

南
小
、
鷹
巣
南
中
、
竜
森
小
で
給
食
開
始
）�

町
上
水
道
事
業
供
用
開
始�

南
小
学
校
新
築
落
成�

中
央
小
学
校
新
築
落
成�

��

竜
森
小
学
校
新
築
落
成�

西
小
学
校
新
築
落
成�

老
人
憩
い
の
家
「
青
葉
荘
」
完
成�

浄
運
寺
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
開
設
50
周
年
記
念

式
典
（
後
に
転
用
廃
止
と
な
り
墓
地
と
な
る
）�

門
ケ
沢
部
落
９
戸
が
旧
葛
黒
小
学
校
跡
地

に
集
団
移
転�

鷹
巣
阿
仁
広
域
圏
民
体
育
館
（
鷹
巣
体
育
館
）

竣
工
式�

��

記
者
会
見
で
町
章
、
町
民
歌
を
発
表�

阿
仁
合
線
で
最
後
の
Ｓ
Ｌ
運
転
、
県
内
よ

り
姿
消
す�

小
学
校
新
入
児
童
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
無
償

支
給
、
中
学
校
新
入
生
徒
は
鞄
を
統
一�

鷹
巣
阿
仁
広
域
圏
民
会
館
完
成�

綴
子
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典�

南
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典�

役
場
新
庁
舎
新
築
工
事
起
工
式�

大
相
撲
鷹
巣
場
所
を
米
代
川
原
で
開
催�

鷹
巣
町
の
教
育
１
０
０
年
を
発
刊�

鷹
巣
小
学
校
で
完
全
給
食
を
実
施�

11
月
を
町
長
に
手
紙
を
出
す
運
動
期
間
と

す
る�

第
１
回
鷹
巣
町
教
育
文
化
祭
開
催
（
第
７

回
か
ら
文
化
祭
と
改
称
）�

小
猿
部
川
の
川
口
橋
が
完
成�

��

役
場
庁
舎
新
築
落
成
式�

竜
森
小
学
校
と
葛
黒
小
学
校
が
名
目
統
合�

栄
小
学
校
を
東
小
学
校
に
校
名
変
更�

成
人
式
を
夏
に
変
更
（
服
装
の
簡
素
化
）�

国
勢
調
査
実
施
、
世
帯
数
６
３
６
２
世
帯
、

人
口
２
万
５
３
９
０
人�

町
議
会
で
坊
沢
小
学
校
と
七
座
小
学
校
を

統
合
し
て
西
小
学
校
設
置
を
決
定�

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
（
23
日
か

ら
鷹
巣
中
、
綴
子
小
、
西
小
で
給
食
開
始
）�

町
営
葬
祭
場
（
当
時
）
完
成�

��

坊
沢
、
七
座
、
黒
沢
、
緑
ケ
丘
小
学
校
を

統
合
し
西
小
学
校
が
発
足�

町
長
・
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙�

中
岱
に
北
秋
田
総
合
庁
舎
、
鷹
巣
保
健
所

の
新
庁
舎
が
完
成�

奥
羽
本
線
が
蒸
気
機
関
車
と
お
別
れ
、
完

全
無
煙
化
運
転
と
な
る�

上
水
道
工
事
起
工
式
が
川
口
地
内
現
地
で

始
ま
る�

東
又
、
西
又
集
落
10
戸
が
「
集
落
再
編
促

▲

　昭和44年３月、卒業式を前に七
座小学校が火事で焼失。昭和46年
に西小が新築されるまで、坊沢小を
借りての学校生活となった　

▲
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年
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年
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51
年
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年

19751976

197719781979

▲大晦日に行われた「ぱりじょっこ」
米代町を境に東西に分れ、東が勝てば
家内安全、西が勝てば商売繁盛（Ｓ54
年）
　小猿部橋上流の堤防が決壊し、瞬く
間に激流が入り込む（写真：七日市駐
在所周辺）（Ｓ50年）

▲

▼多くの家族連れや若者で賑わった
歩行者天国（Ｓ51年）

８
月
15
日�

��

２
月
５
日�

６
月
15
日

７
月
４
日�

�

　
　
10
日�

�

８
月
11
日�

�

９
月
13
日�

　
　
29
日�

10
月
23
日�

　
　
25
日�

��

１
月
１
日�

４
月
１
日�

５
月
20
日�

６
月
７
日�

　
　
10
日�

���

10
月
31
日

12
月
24
日�

��

１
月
１
日�

　
　
８
日�

�

３
月
20
日�

�

　
　
27
日�

�

10
月
15
日�

�
　
　
24
日�

11
月
７
日�

�

　
　�

�

３
月
９
日�

　
　
15
日�

�

４
月
27
日�

６
月
28�
日�

７
月
28
日�

�

８
月
20
日�

��

９
月
12
日�

10
月
１
日�

��

11
月
17
日�

��

１
月
８
日�

３
月
26
日�

�

３
月
31
日

５
月
19
日�

�

　
　
31
日�

�

銀
座
通
り
で
「
歩
行
者
天
国
」�

��

湯
の
岱
で
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
が
始
ま
る�

新
観
光
秋
田
30
景
に
中
央
公
園
が
入
選�

湯
の
岱
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
、
38
度

毎
分
２
５
０
㍑
噴
出
の
温
泉
脈
を
あ
て
る�

北
萬
醤
油
工
場
全
焼
、
鷹
巣
保
育
園
一
部

類
焼�

今
泉
大
堤
一
帯
が
緑
地
環
境
保
全
地
域
に

指
定
さ
れ
る�

竜
森
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典�

勤
労
者
プ
ー
ル
が
完
成�

西
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年�

鷹
巣
南
中
学
校
創
立
30
周
年
記
念
式
典�

��

商
工
会
婦
人
部
第
１
回
新
春
交
流
会
開
催�

町
費
に
よ
る
高
額
療
養
費
貸
付
制
度
発
足�

鷹
巣
阿
仁
広
域
消
防
本
部
が
落
成�

駅
前
駐
車
場
落
成
祝
賀
会�

鷹
巣
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立
10
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
役
場
前
に
「
町
民
憲
章
碑
」

を
建
立
（
町
民
憲
章
は
昭
和
49
年
３
月
に

町
議
会
全
員
協
議
会
で
審
議
了
承
）�

墓
地
公
園
開
眼
式�

湯
の
岱
温
泉
湯
治
場
が
営
業
開
始�

��

第
１
回
ぱ
り
じ
ょ
っ
こ
大
会
が
始
ま
る�

旧
消
防
署
庁
舎
を
改
築
し
、
産
業
会
館
と

し
て
オ
ー
プ
ン�

綴
子
小
学
校
岩
谷
分
校
が
97
年
の
歴
史
を
も
っ

て
廃
校
（
卒
業
生
５
０
７
人
）�

糠
沢
自
治
会
保
存
の
円
空
作
「
木
造
阿
弥

陀
如
来
座
像
」
が
県
文
化
財
に
指
定�

阿
仁
合
線
を
走
っ
て
い
た
蒸
気
機
関
車
が

児
童
公
園
に
永
久
展
示�

鷹
巣
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典�

第
97
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
開
催
（
〜
13
日
）�

54
万
５
０
０
０
人
の
人
出
で
賑
わ
う�

��

第
１
回
全
町
子
供
会
凧
揚
げ
大
会�

鷹
巣
小
１
０
０
周
年
記
念
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
収
納
塔
並
び
に
記
念
像
除
幕
式�

町
長
・
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙�

中
央
公
園
に
町
営
鷹
巣
球
場
が
完
成�

綴
子
上
町
に
直
径
３
・
３
ｍ
の
日
本
一
の

大
太
鼓
が
完
成�

集
中
豪
雨
で
小
猿
部
川
な
ど
が
決
壊
、
明

利
又
で
家
屋
流
失
、
全
壊
な
ど
被
災
者
１

６
６
０
人
、
被
害
総
額
22
億
円
を
超
す�

中
央
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典�

国
勢
調
査
実
施
、
世
帯
数
６
６
６
８
世
帯
、�

人
口
２
万
４
７
４
２
人�

鷹
巣
町
農
業
協
同
組
合
が
新
庁
舎
に
移
転�

駅
前
通
り
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
竣
工
式�

��

名
誉
町
民
成
田
喜
八
氏
の
町
民
葬�

町
議
会
議
員
選
挙
　
今
回
か
ら
定
数
を
４

人
減
で
26
人
を
選
出�

町
民
歌
Ｌ
Ｐ
盤
が
完
成�

中
国
残
留
孤
児
・
高
井
哲
子
さ
ん
が
里
帰
り
、

31
年
ぶ
り
に
親
子
の
対
面�

綴
子
下
町
で
直
径
３
・
47
ｍ
の
大
太
鼓
を

新
調
披
露�
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57
年
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58
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▲昭和４年に初めて発掘調査
を試み、住居跡や土器石器、
遮光器土偶などが発見された
藤株遺跡。昭和55年に本格
的な発掘調査が行われた

▲明治16年に巡回授業所として
開設され、昭和46年に西小に統
合、廃校となった緑ケ丘小跡地
に100周年記念碑が建てられた
（Ｓ57年）

▼昭和55年に地域ぐるみ
米消費拡大特別対策事業
の指定を受け、モデル給
食の試食会を行う鷹小の
児童（Ｓ55年）

�

11
月
２
日�

　
　�

�

１
月
１
日�

４
月
１
日�

　
　
28
日�

５
月
７
日�

６
月
１
日�

�

８
月
22
日�

�

９
月
30
日�

11
月
22
日�

��

１
月
28
日�

４
月
１
日�

　
　
24
日�

５
月
７
日�

　
　
26
日�

����

８
月
12
日�

�

　
　
20
日�

11
月
１
日

12
月
１
日�

��

１
月
15
日�

�

　
　
24
日�

４
月
21
日�

６
月
25
日�

８
月
９
日�

����

１
月
８
日�

３
月
19
日�

４
月
24
日�

５
月
８
日�

�

　
　
25
日�

９
月
４
日�

��

９
月
８
日�

�

10
月
１
日�

�

　
　
12
日�

11
月
１
日�

　
　
８
日�

12
月
５
日�

���

３
月
４
日�

８
月
１
日�

�

９
月
１
日�

　
　
５
日�

10
月
１
日�

る
住
居
表
示
を
実
施�

鷹
巣
地
域
産
業
青
年
部
設
立�

��

第
１
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催�

小
森
比
内
線
が
国
道
２
８
５
号
線
に
昇
格�

町
議
会
で
鷹
巣
小
学
校
の
用
地
を
決
定�

緑
ケ
丘
担
い
手
セ
ン
タ
ー
完
成�

鷹
巣
阿
仁
総
合
卸
売
市
場
集
荷
セ
ン
タ
ー

が
国
道
７
号
線
に
オ
ー
プ
ン�

同
窓
生
３
５
０
人
が
廃
校
に
な
っ
た
緑
ケ

丘
小
学
校
の
創
立
１
０
０
周
年
を
祝
う�

陣
場
岱
農
免
農
道
完
成�

田
子
ケ
沢
セ
リ
集
荷
場
完
成�

��

40
年
ぶ
り
に
雪
中
田
植
え
行
事
が
復
活�

鷹
巣
気
象
通
報
所
が
無
人
化�

町
長
選
挙�

第
１
回
鷹
巣
町
植
樹
祭
を
開
催�

正
午
前
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
７
（
震
度

５
＝
強
震
）
の
日
本
海
中
部
地
震
発
生
、

土
蔵
や
石
塀
の
倒
壊
、
水
道
管
破
損
、
ガ

ケ
崩
れ
や
道
路
・
地
面
の
亀
裂
で
約
２
億

円
の
被
害�

第
12
回
東
北
中
学
校
野
球
大
会
で
鷹
巣
中

が
初
優
勝�

鷹
巣
小
学
校
新
築
落
成�

鷹
巣
町
町
史
編
纂
委
員
会
発
足�

町
内
初
の
盲
人
信
号
機
を
駅
前
に
設
置�

��

第
１
回
薬
師
山
学
童
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
開
催�

町
連
合
青
年
会
結
成
20
周
年
記
念
式
典�

町
長
選
挙�

東
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典�

綴
子
上
町
で
直
径
３
・
45
ｍ
、
胴
の
長
さ

４
ｍ
、
重
さ
３
ｔ
を
超
す
日
本
一
大
太
鼓

を
新
調
披
露�

��

石
倉
山
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン�

町
議
会
議
員
選
挙�

藤
株
遺
跡
で
本
格
的
な
発
掘
調
査
開
始�

栄
地
区
の
鞍
山
風
穴
が
県
自
然
環
境
保
全

地
域
に
指
定�

県
内
初
の
全
天
候
型
陸
上
競
技
場
が
完
成�

稲
の
不
稔
、
登
熟
不
良
な
ど
の
被
害
が
増
え
、

稲
作
冷
害
対
策
指
導
班
を
設
置
（
同
月
11

日
に
対
策
本
部
に
切
り
替
え
）�

町
の
先
覚
者
「
成
田
直
衛
翁
胸
像
」
の
除

幕
式
を
児
童
公
園
で
開
催�

国
勢
調
査
実
施
、
世
帯
数
７
０
２
１
世
帯
、�

人
口
２
万
５
０
６
５
人�

寺
田
服
装
専
門
学
校
創
立
30
周
年
記
念
式
典�

文
化
祭
と
共
に
第
１
回
産
業
祭
開
催�

鷹
巣
女
子
専
門
学
校
創
立
30
周
年
記
念
式
典�

平
安
時
代
後
期
の
胡
桃
館
遺
跡
が
県
文
化

財
に
指
定�

��

町
商
工
会
青
年
部
創
立
15
周
年
記
念
式
典�

東
京
都
体
育
館
で
行
わ
れ
た
全
国
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
で
鷹
巣
愛
好
会
が
全
国
制
覇�

小
中
学
校
で
週
２
回
の
炊
飯
給
食
が
開
始�

第
１
回
発
明
工
夫
展
開
催
（
〜
６
日
）�

旧
町
の
一
部
を
11
町
１
４
３
街
区
に
改
め
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年
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年

昭
和
63
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年
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198719881989

▼鷹巣町に新しい伝統とふるさと文化を創
ろうと行われた「ふるさと踊りと餅っこま
つり」。約１万人の人出で賑わう（Ｓ60年）

　みちのく子供風土記の
ロケには、多数の町民エ
キストラも参加し、大正
末期の鷹巣町を再現（Ｓ
59年）

▲
　沿線住民の夢と希望
を乗せ、国鉄から民営
鉄道となった秋田内陸
線が開業（Ｓ61年）

▲

　
　
23
日�

�

10
月
27
日�

　
　
31
日�

11
月
１
日�

��

１
月
31
日�

�

２
月
31
日�

３
月
30
日�

�

４
月
26
日�

９
月
13
日�

11
月
15
日�

　
　
28
日�

���

３
月
10
日�

�

　
　
27
日�

�

　
　
31
日�

４
月
27
日�

５
月
１
日�

�

８
月
７
日�

�

11
月
19
日�

��

１
月
７
日�

�

３
月
28
日�

８
月
１
日�

��
８
月
18
日

10
月
22
日�

��

　
　
29
日�

����

１
月
21
日�

��

６
月
２
日�

�

　
　
28
日�

�

８
月
17
日�

10
月
１
日�

���

２
月
20
日�

�

３
月
31
日�

７
月
９
日�

�

８
月
18
日�

９
月
15
日�

��

綴
子
下
町
で
３
・
71
ｍ
の
日
本
一
の
大
太

鼓
を
制
作�

秋
田
内
陸
線
の
「
鷹
巣
駅
舎
」
竣
工
式�

52
年
の
歴
史
を
も
っ
て
阿
仁
合
線
が
閉
業�

秋
田
内
陸
線
開
業�

��

鷹
ノ
巣
駅
に
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
自
動
発
券

器
設
置�

鷹
巣
町
史
「
資
料
編
Ⅱ
」
を
発
行�

綴
子
地
区
の
羽
州
街
道
「
大
堤
一
里
塚
」

が
県
文
化
財
に
指
定�

町
長
選
挙�

浄
運
寺
の
鐘
楼
に
43
年
ぶ
り
の
梵
鐘�

鷹
巣
南
中
学
校
創
立
40
周
年�

銀
座
通
り
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
及
び
カ
ラ
ー

舗
装
（
愛
称
ジ
ョ
イ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
）�

��

鷹
巣
の
女
性
の
歴
史
「
鷹
巣
町
婦
人
会
史
」

が
出
版�

町
議
会
議
員
選
挙
　
今
回
か
ら
定
数
を
２

人
減
で
24
人
を
選
出�

鷹
巣
町
史
「
本
編
第
１
・
２
巻
」
発
行�

鷹
巣
阿
仁
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式�

米
代
河
川
緑
地
公
園
の
多
目
的
広
場
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
が
完
成�

第
１
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス
ア
ユ
釣
り
選

手
権
大
会
開
催�

鷹
巣
中
学
校
創
立
30
周
年
記
念
式
典�

��

昭
和
天
皇
崩
御
（
役
場
の
弔
意
記
帳
書
に

１
３
５
３
人
が
記
帳
）�

町
議
会
議
員
選
挙�

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
兼
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
校
女
子

選
手
権
大
会
開
催
（
〜
５
日
）�

町
漁
協
主
催
の
第
１
回
ア
ユ
祭
り
開
催�

本
町
出
身
の
直
木
賞
作
家
・
渡
辺
喜
恵
子

原
作
の
「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
」
が
ク

ラ
ン
ク
イ
ン
（
61
年
に
撮
影
中
止
）�

鷹
角
線
が
廃
止
対
象
路
線
と
な
っ
た
が
、

第
３
セ
ク
タ
ー
で
営
業
す
る
こ
と
に
な
り
、

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
を
設
立�

��

大
野
台
の
空
港
開
発
を
中
心
と
し
た
「
鷹
巣
・

阿
仁
地
域
の
開
発
を
求
め
て
」
を
テ
ー
マ

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催�

第
１
回
鷹
巣
町
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ

ま
つ
り
開
催�

鷹
巣
町
町
村
合
併
30
周
年
並
び
に
町
制
施

行
85
周
年
記
念
式
典�

大
相
撲
鷹
巣
場
所
が
開
催�

国
勢
調
査
実
施
、
世
帯
数
７
０
２
６
世
帯
、�

人
口
２
万
４
６
２
４
人�

��

鷹
巣
農
林
高
校
定
時
制
課
程
が
38
年
の
歴

史
を
も
っ
て
閉
校
（
卒
業
生
４
０
２
人
）�

鷹
巣
町
史
「
資
料
編
Ⅰ
」
を
発
行�

鷹
角
線
の
路
線
名
を
「
秋
田
内
陸
線
」
（
秋

田
内
陸
縦
貫
鉄
道
）
に
決
定�

鷹
巣
南
中
学
校
が
新
築
落
成�

敬
老
式
対
象
年
齢
を
本
年
か
ら
２
年
に
１

歳
づ
つ
引
き
上
げ
、
９
年
後
に
75
歳
以
上

と
す
る�
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　平成３年９月、台風19号が鷹巣町
を直撃。断水となった綴子、緑ケ丘な
ど13地区には給水車が出動。家屋に
も大きな被害

▲

▲空港の閣議決定を祝し、ちょうちん
を持っての祝賀パレード（Ｈ３年）

�

11
月
17
日�

　
　
29
日�

��

12
月
８
日�

���

１
月
22
日�

３
月
29
日�

７
月
12
日�

�

８
月
25
日�

�

９
月
12
日�

12
月
３
日�

��

４
月
１
日�

　
　
22
日�

�

５
月
28
日�

�

９
月
６
日�

11
月
４
日�

�

12
月
３
日�

　
　
７
日�

���

１
月
18
日�

５
月
29
日�

　
　
８
日�

２
月
４
日�

２
月
28
日�

４
月
１
日�

��

６
月
17
日�

�

８
月
17
日�

�

　
　
26
日�

�

10
月
６
日�

11
月
26
日�

��

４
月
１
日�

�

　
　
９
日�

�

５
月
２
日�

　
　
23
日�

��

10
月
１
日�

���

４
月
21
日�

５
月
２
日�

８
月
17
日�

�

９
月
28
日�

�

約
80
億
円
に
の
ぼ
る�

「
た
か
の
す
賛
歌
」
発
表
会�

大
館
能
代
空
港
が
第
６
次
空
港
整
備
５
カ

年
計
画
へ
の
組
み
入
れ
閣
議
決
定�

フ
ラ
イ
ト
預
金
が
73
億
４
１
０
０
万
円�

大
館
能
代
空
港
を
祝
う
鷹
巣
町
民
の
つ
ど

い�

��

鷹
巣
町
青
果
物
集
荷
セ
ン
タ
ー
竣
工�

町
議
会
議
員
選
挙�

綴
子
上
町
で
３
・
80
ｍ
の
日
本
一
の
大
太

鼓
を
制
作
（
新
世
界
一
大
太
鼓
）�

大
館
能
代
空
港
が
待
望
の
新
規
事
業
に
格

上
げ
。
平
成
10
年
の
開
港
を
目
指
す�

学
校
週
５
日
制
が
始
ま
る�

新
斎
場
が
竣
工�

��

大
館
能
代
空
港
建
設
事
務
所
が
設
置�

大
太
鼓
の
里
が
県
内
初
の
「
道
の
駅
」
に

登
録�

第
１
回
町
育
樹
祭
が
慶
祝
森
林
自
然
公
園

で
行
わ
れ
る�

24
時
間
ケ
ア
体
制
が
ス
タ
ー
ト�

運
輸
省
が
大
館
能
代
空
港
建
設
予
定
地
の

空
域
で
実
践
飛
行
調
査
開
始�

東
小
学
校
新
築
落
成�

大
館
能
代
空
港
設
置
に
関
す
る
公
聴
会
開

催�

��

明
利
又
地
区
に
水
道
施
設
が
完
成�

北
欧
の
杜
公
園
開
園
式�

年
号
が｢

昭
和｣

か
ら｢

平
成｣

に
か
わ
る�

大
喪
の
礼
で
休
日�

大
太
鼓
の
館
起
工
式�

秋
田
内
陸
線
全
線
開
業�

県
北
空
港
の
建
設
予
定
候
補
地
と
し
て
「
大

野
台
中
屋
敷
地
域
に
」
と
県
知
事
が
発
表�

綴
子
下
町
の
大
太
鼓
ギ
ネ
ス
認
定
証
伝
達
式
、

の
ぼ
り
が
日
本
一
か
ら
世
界
一
に�

町
の
花
と
鳥
に
「
ひ
ま
わ
り
」
と
「
鷹
」

が
決
定�

第
１
回
ホ
ー
ク
ス
サ
ミ
ッ
ト
が
東
京
都
三

鷹
市
で
開
催�

大
太
鼓
の
館
竣
工
式�

県
北
空
港
早
期
実
現
総
決
起
集
会�

��

綴
子
、
七
日
市
、
栄
の
３
農
協
が
合
併
し

新
た
か
の
す
農
協
ス
タ
ー
ト�

県
北
空
港
の
正
式
名
称
が
「
大
館
能
代
空
港
」

に
決
定�

鷹
巣
阿
仁
清
掃
セ
ン
タ
ー
竣
工
式�

大
館
能
代
空
港
期
成
同
盟
会
で
33
万
８
０

０
０
人
の
署
名
簿
を
携
え
て
運
輸
大
臣
に

陳
情�

国
勢
調
査
実
施
、
世
帯
数
７
０
９
０
世
帯
、�

人
口
２
万
３
６
２
８
人�

��

町
長
選
挙
、
岩
川
徹
氏
当
選�

た
か
の
す
風
土
館
が
オ
ー
プ
ン�

本
町
出
身
の
直
木
賞
作
家
、
渡
辺
喜
恵
子

さ
ん
原
作
の
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
上
演�

台
風
19
号
が
鷹
巣
町
を
直
撃
。
住
家
80
棟

全
半
壊
、
停
電
、
断
水
等
、
被
害
総
額
は
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成
10
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▲合併40年を迎え、記念式典を開催
　（Ｈ７年）

　平成10年７月待望のあきた北空港
が開港

▲

　
　
25
日�

�

９
月
19
日�

�

10
月
１
日�

�

　
　
８
日�

　
　
19
日�

　
　
26
日�

11
月
５
日�

���

４
月
２
日�

�

　
　
３
日�

６
月
14
日�

　
　
24
日�

�

７
月
18
日�

８
月
６
日�

�

９
月
12
日�

10
月
９
日�

　
　
17
日�

���

３
月
10
日�

�

４
月
10
日�

�

10
月
17
日�

11
月
１
日�

６
月
７
日�

９
月
３
日�

����
10
月
21
日�

��

２
月
１
日�

�

　
　
４
日�

４
月
５
日�

�

　
　
23
日�

６
月
30
日�

�

８
月
11
日�

10
月
１
日�

�

　
　
15
日

11
月
２
日�

���

３
月
24
日�

４
月
21
日�

９
月
20
日�

�

10
月
４
日�

11
月
18
日�

���

４
月
２
日�

�

あ
き
た
北
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
起
工

式�空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
の
シ
ン
ボ
ル
「
蟹
沢

大
橋
」
の
連
結
式�

国
勢
調
査
実
施
、
世
帯
数
７
３
３
８
世
帯
、�

人
口
２
万
１
８
１
８
人�

鷹
巣
高
等
学
校
創
立
30
周
年
記
念
式
典�

あ
き
た
北
空
港
開
港
プ
レ
イ
ベ
ン
ト�

鷹
巣
南
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典�

フ
ラ
イ
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
、
あ
き
た
北

空
港
の
滑
走
路
に
飛
行
機
が
初
着
陸�

��

秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
秋
田
北
分

室
開
所�

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
式
典�

あ
き
た
北
空
港
開
港
記
念
イ
ベ
ン
ト�

あ
き
た
北
空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
東
西
線
開

通
式�

あ
き
た
北
空
港
開
港�

日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
ご
臨
席
さ
れ
た
皇

太
子
殿
下
が
あ
き
た
北
空
港
か
ら
御
帰
京�

鷹
巣
中
学
校
創
立
40
周
年
記
念
式
典�

第
５
回
全
国
在
宅
ケ
ア
サ
ミ
ッ
ト
開
催�

全
国
か
ら
農
業
の
鉄
人
を
招
い
て
ア
グ
リ

ン
ピ
ッ
ク
98
開
催�

��

地
域
振
興
券
を
交
付
（
対
象
者
６
２
０
０
人
、

総
額
１
億
２
０
０
０
万
円
）�

在
宅
複
合
型
施
設
「
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」

開
所�

東
小
学
校
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典�

あ
き
た
北
空
港
羽
田
便
が
２
便
化
決
定�

米
代
川
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
落
成
式�

町
村
合
併
40
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
観
光

の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
太
鼓
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催�

大
館
能
代
空
港
修
祓
式
と
起
工
式�

��
マ
イ
ヅ
ル
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
が
23
件
目
の

町
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定�

鷹
巣
中
学
校
落
成
記
念
式
典�

米
代
児
童
公
園
に
ト
イ
レ
（
丸
太
郎
）
が

完
成�

町
長
選
挙�

鷹
巣
阿
仁
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
総
会�

役
場
庁
舎
玄
関
に
電
光
掲
示
板
を
設
置�

国
勢
調
査
実
施
、
世
帯
数
７
４
８
９
世
帯
、�

人
口
２
万
３
０
３
４
人�

鷹
巣
町
町
村
合
併
40
周
年
記
念
式
典�

ホ
ー
ク
ス
５
市
町
災
害
相
互
応
援
協
定
調

印
式�

��

町
議
会
議
員
選
挙�

Ｊ
Ｒ
鷹
ノ
巣
駅
前
に
大
太
鼓
広
場
が
完
成�

東
小
学
校
そ
ば
の
米
代
川
河
川
敷
に
「
水

辺
の
楽
校
」
が
開
校�

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
テ
ク
ノ
ハ
ウ
ス
竣
工
式�

県
が
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」
の
保
存
を
発
表
、

空
港
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
変
更
を
決
定�

��

空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
東
西
線
中
屋
敷
ト
ン

ネ
ル
の
貫
通
式�
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▲第６回法定協にて新市名称が決定。
応募総数1,364件（Ｈ16年）
　

　寺田秋田県知事を交え、４町の結
束を表現した合併調印式（Ｈ16年）

▲複数の環状列石などが出土し、そ
の重要さから国指定史跡の指定を受
けた伊勢堂岱遺跡（Ｈ13年）

▲
�

２
月
27
日�

�

４
月
27
日�

６
月
23
日�

��

９
月
30
日�

11
月
19
日�

���

１
月
16
日�

２
月
９
日�

３
月
28
日�

６
月
２
日�

７
月
23
日�

８
月
15
日�

�

10
月
17
日�

�

　
　
19
日�

　
　
22
日�

�

11
月
14
日�

12
月
20
日�

��

１
月
17
日�

�

３
月
14
日�

�

　
　
18
日�

　
　
22
日�

��
２
月
16
日�

３
月
16
日�

　
　
26
日�

４
月
９
日�

７
月
１
日�

10
月
１
日�

�

　
　
７
日�

11
月
17
日�

����

１
月
29
日�

�

４
月
５
日�

�

５
月
31
日�

�

10
月
14
日�

11
月
23
日�

��

１
月
18
日�

�

４
月
25
日�

�

５
月
23
日�

８
月
５
日�

11
月
６
日�

��

市
町
村
合
併
に
関
す
る
町
民
意
識
調
査
（
〜

３
月
10
日
）�

町
長
選
挙
、
岸
部
陞
氏
当
選�

鷹
巣
町
、
合
川
町
、
森
吉
町
、
阿
仁
町
４

町
で
第
１
回
鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
検
討
準

備
会
が
発
足�

鷹
巣
阿
仁
地
域
任
意
合
併
協
議
会
発
足�

あ
き
た
北
空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
南
北
線
川

口
工
区
開
通
式�

��

広
報
た
か
の
す
通
巻
１
０
０
０
号�

鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
発
足�

町
議
会
議
員
選
挙�

新
市
の
名
称
が
「
北
秋
田
市
」
に
決
定�

米
代
児
童
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン�

鷹
巣
小
学
校
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封�

鷹
巣
小
、
綴
子
小
、
南
小
学
校
創
立
１
３

０
周
年�

合
併
調
印
式�

あ
き
た
北
空
港
の
利
用
者
が
１
０
０
万
人

を
達
成�

子
ど
も
議
会
開
催�

「
北
秋
田
市
」
合
併
決
定
書
交
付
式�

��

総
務
大
臣
の
告
示
に
よ
り
「
北
秋
田
市
」

誕
生
が
正
式
決
定�

鷹
巣
町
制
誕
生
か
ら
50
年
の
歴
史
を
も
っ

て
閉
町�

鷹
巣
町
役
場
閉
庁
式�

北
秋
田
市
誕
生
　
世
帯
数
１
万
４
９
２
３

世
帯
、
人
口
４
万
１
０
７
４
人�

��

鷹
巣
町
女
性
議
会
開
催�

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
完
成�

町
議
会
議
員
選
挙
　�

大
太
鼓
の
館
入
館
者
が
50
万
人
を
突
破�

あ
き
た
北
空
港
羽
田
便
が
通
年
２
便
体
制�

国
勢
調
査
実
施
、
世
帯
数
７
３
３
８
世
帯
、

人
口
２
万
１
８
１
８
人�

Ｊ
Ｒ
鷹
ノ
巣
駅
開
業
１
０
０
周
年�

国
の
文
化
財
保
護
審
議
会
が
伊
勢
堂
岱
遺

跡
を
国
史
跡
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
大
臣

に
答
申�

��

伊
勢
堂
岱
遺
跡
が
文
部
科
学
大
臣
よ
り
国

指
定
史
跡
の
指
定
を
受
け
る�

歩
行
者
等
支
援
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
が
運

用
開
始�

鷹
巣
阿
仁
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

創
立
５
周
年
記
念
式
典�

西
小
学
校
統
合
30
周
年
記
念
式
典�

遊
園
地
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ル
ド
開
園�

��

大
館
公
共
職
業
安
定
所
鷹
巣
出
張
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
鷹
巣
）
庁
舎
落
成
式�

寺
田
秋
田
県
知
事
に
よ
る
「
市
町
村
合
併
ト
ー

ク
in
鷹
巣
町
」
開
催�

鷹
巣
町
合
併
ケ
ー
ス
検
討
委
員
会
設
置�

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
始�

市
町
村
合
併
座
談
会
（
〜
２
月
21
日
ま
で
）�

��



～合併の頃と平成～�～合併の頃と平成～�

昭和31年頃�

�

　合併の頃の
町並みを見ると、

昭和25年の鷹巣の
大火による都市計画

（昭和25年～昭和32年）
も順調に進み、最終段階で
ある米代町から舟見町に
かけての道路なども完成
に近づいていることがわ
かります。
　現在のたかのす風土館
周辺にあるのは、旧鷹巣営
林署の貯木場。林業や製材
業が盛んだった頃で、伐採
された秋田杉がうずたか
く積まれていました。
あけぼの町や中岱
には一面の美田
が広がってい
ました。

※横にしてごらんください�



空から見た町並み�空から見た町並み�

平成５年�



　広報たかのす　閉町記念特集号  １８�

（平成12年国勢調査等から）

　本町は、昭和30年に鷹巣・栄・七座・坊沢・沢口の５カ町村が合併、31年に綴子・七日

市が編入合併して現在の鷹巣町となっています。                  

　町の位置は、秋田県の北部、北秋田郡のほぼ中央で、東西28㎞、南北32㎞で南北に長く、

その面積は325.97㎢で県内７番目です。                  

　これまでの町の土地と気象・人口と世帯数・米の作付け面積と収穫量・産業（大分類）

事業所数と従事者数・財政一般会計歳入・歳出決算の推移をグラフで見てみましょう。

●土地の利用状況●地区別面積

●人口

森林
77％

農用地
10％

宅地
2％ 道路

2％

原野
3％

水面・河川・水路
4％

その他
2％

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

（人）
30,000

女

男

合計

Ｓ30 Ｓ35 Ｓ40 Ｓ45 Ｓ50 Ｓ55 Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17（年度）

Ｓ30 Ｓ35 Ｓ40 Ｓ45 Ｓ50 Ｓ55 Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17（年度）
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

0

2

4

6

8

10

１世帯
当りの
構成員

（世帯） （人）

世帯数

14,054 13,609 14,048 13,192 13,57312,671 13,20612,184 12,81011,932 12,94612,119 12,81311,811 12,29611,332 11,92911,105 11,501
10,317 11,245

10,124

27,663 27,240 26,244 25,390 24,742 25,065 24,624 23,628 23,034 21,818 21,369

総数
325.97㎢
東西　28㎞
南北　32㎞

綴子
66.58㎢
東西　10.8㎞
南北　14.0㎞

鷹巣
4.52㎢
東西　3.2㎞
南北　1.6㎞ 栄

39.07㎢
東西　9.5㎞
南北　6.5㎞

沢口
38.39㎢
東西　9.0㎞
南北　4.0㎞

七座
24.34㎢
東西　14.0㎞
南北　10.0㎞

坊沢
15.16㎢
東西　5.7㎞
南北　5.8㎞

七日市
137.91㎢
東西　24.0㎞
南北　16.0㎞

4,8644,864 5,4415,441

5,953
6,362 6,668

7,021 7,026 7,090
7,489 7,338 7,649

5.69 
5.01

4.41
3.99 3.71 3.57 3.50 3.33 3.08 2.97 2.79

4.41
3.99 3.71 3.57 3.50 3.33 3.08 2.97 2.79

グラフで見るまちの姿�グラフで見るまちの姿�グラフで見るまちの姿�



　広報たかのす　閉町記念特集号�１９�

0

625

1250

1875

2500

年間降水量

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

米作付面積

●米の作付け面積と収穫量

Ｓ55 Ｓ56 Ｓ57 Ｓ58 Ｓ59 Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12（年度）

Ｓ55 Ｓ56 Ｓ57 Ｓ58 Ｓ59 Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12（年度）

（ha） （戸）

（ t ） （㎏）

●気象

Ｓ30 Ｓ35 Ｓ40 Ｓ45 Ｓ50 Ｓ55 Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ14Ｈ12 （年度）

Ｓ54 Ｓ58 Ｓ62 Ｈ3 Ｈ7 Ｈ14Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 （年度）

（㎜）

（百万円）

（℃）

5,000

10,000

15,000

20,000

200

400

600

800

●産業（大分類）事業所数と従業者数

●財政一般会計歳入・歳出決算の推移

Ｓ44 Ｓ47 Ｓ50 Ｓ53 Ｓ56 Ｓ61 Ｈ3 Ｈ8 Ｈ11（年度）

（人）

1,200

1,400

1,600

1,800

6,000

8,000

10,000

12,000

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
11,000

農家数

2,631 2,594 2,558 2,524 2,506 2,472
2,211

2,016

1,7412,500
2,390 2,420 2,440 2,480 2,530

2,320
2,350

2,050

収穫量

10aの収穫量11,100 10,400 

14,300 14,100

16,100 15,400

13,200
12,300 11,700443 435

590 578
650

607
567

523
574

10.3 10.6

9.6
10.1

10.8

9.4
9.9

11.1
10.2 10.5 10.2

2,281.5
1,823.1 1,925.9

1,506.6

1,826.0

1,584.0 1,649.0 1,663.0
1,857.0

1,582.0

1,776.0

事業所数

従業者数
1,315

1,384 1,389
1,447

1,536
1,583 1,591 1,588

1,4098,402
9,345

9,977 10,311 10,230 10,378
10,757

10,365

8,428

歳出

歳入

4,257,620

5,767,874 5,630,165

7,279,047

10,078,664 10,063,998

9,061,620 9,306,044 9,179,861

4,010,070 

5,534,798 5,352,956

7,054,608

9,689,416 9,782,503

8,748,889 8,879,656 8,931,621

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

81 78

106 103

115
105

97
92

102

作況指数

0

3

6

9

12

平均気温

Ｈ15

8,196,097
7,906,197



　広報たかのす　閉町記念特集号  ２０�

故
郷
の
昔
も
残
し
て木

　
村
　
庄
　
一

東
京
都
世
田
谷
区（
住
吉
町〈
旧
仲
通
り
〉出
身
）

　
50
年
目
に
し
て
又
四
町
合
併
「
北
秋
田

市
」
と
な
る
。
確
に
世
の
変
遷
で
あ
る
が

全
く
町
史
に
於
け
る
大
変
革
で
あ
る
。
道

路
が
整
備
さ
れ
、
飛
行
機
が
飛
び
近
代
化

さ
れ
る
地
方
小
都
市
の
未
来
に
子
供
達
は

夢
を
抱
い
て
喜
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。�

　
最
早
町
名
も
失
わ
れ
、
そ
の
文
字
さ
え

消
え
る
鷹
巣
町
に
は
、
万
感
胸
に
迫
る
も

の
が
あ
る
私
達
の
年
代
で
あ
り
ま
す
。
町

を
出
て
60
年
。
東
京
に
て
暮
ら
す
身
に
は

今
以
て
幼
い
日
よ
り
育
ま
れ
た
故
郷
の
思

い
出
が
あ
る
。
私
に
と
っ
て
特
に
忘
れ
難

い
故
郷
の
佇
ま
い
。
そ
れ
は
小
学
校
４
年

生
の
秋
頃
か
、
先
生
に
引
率
さ
れ
陣
馬
岱

よ
り
眺
め
た
鷹
巣
町
、
眼
下
に
米
代
の
流

れ
、
そ
の
先
に
見
え
た
小
学
校
の
掲
揚
塔

に
翻
る
鮮
や
か
な
日
の
丸
の
旗
、
周
り
を

囲
む
街
並
、
離
れ
て
栄
、
綴
子
、
坊
沢
、

前
山
の
聚
落
の
家
並
、
黄
金
色
に
実
っ
た

一
面
の
田
圃
、
あ
の
一
幅
の
繪
に
誘
う
風

景
が
私
の
育
っ
た
故
里
鷹
巣
町
で
あ
っ
た
。

　
現
在
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
か
？
（
元
東
京
鷹
巣
会
会
長
）�

鷹巣町を振り返って�

昭
和
の
合
併
を
思
い
出
し
て

簾
　
内
　
　
　
勲

今
　
泉

　
来
る
３
月
22
日
よ
り
北
秋
田
市
と
な
り

ま
す
事
を
皆
様
と
共
に
喜
び
合
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
顧
み
れ
ば
50
年
前
の
鷹
巣
を

中
心
と
し
た
合
併
が
思
い
だ
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
七
座
村
の
小
繋
、
麻
生
、
下
田

平
の
３
部
落
よ
り
二
ツ
井
町
に
合
併
す
る

と
の
声
が
大
き
く
出
ま
し
た
。
ど
こ
の
村

も
一
丸
と
な
っ
て
合
併
に
進
む
時
七
座
村

だ
け
２
つ
に
割
れ
る
事
は
お
互
い
に
不
利

で
あ
ろ
う
と
今
泉
、
前
山
、
黒
沢
が
分
村

阻
止
運
動
と
し
て
七
座
天
神
両
小
学
校
で

分
村
反
対
の
村
民
大
会
等
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
し
て
鷹
巣
町
へ
合
併
し
ま
し
た
が
、

程
な
く
天
神
地
区
の
住
民
投
票
が
行
わ
れ

大
多
数
の
分
村
賛
成
と
な
り
二
ツ
井
町
に

分
村
合
併
と
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
地
理

的
に
そ
し
て
言
葉
や
風
習
も
山
本
風
で
あ

り
当
然
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
明
治

以
来
70
年
間
つ
き
合
っ
た
七
座
地
区
が
こ

の
様
に
二
つ
に
な
っ
た
事
は
他
に
例
の
な

い
出
来
事
で
あ
っ
た
と
こ
の
北
秋
田
市
の

合
併
に
よ
り
当
時
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

鷹
巣
町
を�

　
　
　
振
り
返
っ
て�
鷹
巣
町
を�

　
　
　
振
り
返
っ
て�

あ
の
日
　
あ
の
こ
ろ豊

　
村
　
政
　
吉

宮
前
町

　
私
が
生
ま
れ
故
郷
の
合
川
町
か
ら
鷹
巣

町
へ
居
住
し
て
か
ら
今
年
で
60
年
目
に
な

り
ま
す
。
鷹
巣
町
の
皆
さ
ん
の
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
終
戦
後
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者
や
戦
災

孤
児
の
皆
さ
ん
は
、
60
年
を
迎
え
た
こ
の

年
に
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
、

昭
和
20
年
の
11
月
か
ら
鷹
巣
町
を
拠
点
に

海
外
引
揚
者
や
戦
災
孤
児
の
救
護
活
動
に

あ
た
り
ま
し
た
。
当
時
の
鷹
巣
女
子
高
校

や
県
北
の
各
高
校
生
、
鷹
巣
町
民
か
ら
の

全
面
的
な
ご
協
力
で
、
多
く
の
人
た
ち
の

援
護
に
あ
た
り
ま
し
た
。
当
時
は
食
糧
難

で
、
食
べ
る
の
に
も
事
欠
く
状
態
で
し
た

が
、
鷹
巣
町
に
建
て
た
戦
災
孤
児
の
家
に

は
、
い
つ
も
10
人
ほ
ど
の
孤
児
達
が
生
活

し
て
、
町
民
の
温
か
い
援
助
で
約
３
０
０

人
が
飢
え
を
し
の
ぎ
ま
し
た
。�

　
あ
の
子
た
ち
は
も
う
70
歳
を
越
え
て
い

る
で
し
ょ
う
。
今
ど
こ
で
、
ど
う
し
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
立
派
に
成
長
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
お
元
気
で
し
た
ら
60
年
目

の
年
に
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
と
再
会

し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
合
併
以
来
の
50
年
間
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
々
の
思
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　
「
広
報
た
か
の
す
」
最
終
号
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
町
出
身
の
方
々
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
「
鷹
巣
」

に
ま
つ
わ
る
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ま
た
「
北
秋
田
市
」

へ
の
期
待
な
ど
を
綴
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

し
ゅ
う
ら
く
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鷹巣町出身者が郷土を語る�

子
供
達
と
の
日
々
の
ド
ラ
マ

田
　
村
　
昭
　
子

旭
　
町

　
昭
和
32
年
、
米
代
川
を
舟
で
渡
り
緑
ヶ

丘
小
学
校
に
赴
任
し
た
。
豊
か
な
自
然
に

包
ま
れ
た
学
校
の
３
年
間
。
昼
の
弁
当
は

裏
山
で
、
春
な
ら
真
っ
赤
な
つ
つ
じ
の
花

の
中
、
秋
は
村
を
あ
げ
て
の
堤
の
魚
捕
り
。�

　
そ
の
後
、
鷹
小
・
鷹
中
・
東
小
・
竜
小
・

南
小
と
勤
め
さ
せ
て
頂
い
た
。
学
校
統
合

が
進
め
ら
れ
、
緑
ヶ
丘
小
も
西
小
へ
統
合
。

鷹
中
は
マ
ン
モ
ス
校
と
言
わ
れ
、
私
が
赴

任
し
た
頃
は
生
徒
数
１
８
０
０
人
。
集
団

就
職
列
車
を
見
送
っ
た
頃
で
あ
る
。�

　
鷹
巣
町
を
振
り
返
る
と
、
心
に
浮
か
ぶ

の
は
、
共
に
過
ご
し
た
子
供
達
と
の
日
々

の
ド
ラ
マ
、
力
を
出
し
合
っ
た
地
域
の
人

達
と
の
語
り
尽
く
せ
ぬ
思
い
出
の
数
々
で

あ
る
。�

　
ま
た
、
鷹
巣
町
役
場
内
に
事
務
所
が
あ

っ
た
鷹
阿
教
育
事
務
協
議
会
か
ら
、
鷹
阿

の
小
・
中
学
校
を
幾
度
も
訪
ね
た
が
、
子

供
達
は
生
き
生
き
と
輝
い
て
い
た
。
あ
の

子
供
達
も
、
も
う
じ
き
同
じ
市
民
に
な
る
。�

　
未
来
を
拓
く
子
供
達
の
為
に
も
素
晴
ら

し
い
市
の
誕
生
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。�

�

天
然
秋
田
杉
の
思
い
出

本
　
城
　
和
　
雄

藤
　
株

　
私
は
昭
和
22
年
４
月
１
日
に
鷹
巣
営
林

署
に
採
用
に
な
り
平
成
２
年
３
月
31
日
付

け
定
年
退
職
し
た
も
の
で
す
が
、
今
で
も

脳
裏
か
ら
は
な
れ
な
い
の
が
当
時
の
天
然

秋
田
杉
で
す
。�

　
鷹
巣
営
林
管
内
は
樹
齢
２
０
０
年
か
ら

３
０
０
年
の
天
然
秋
田
杉
の
宝
庫
で
し
た
。

　
こ
こ
で
説
明
し
て
お
き
ま
す
が
、
見
本

は
鷹
巣
営
林
署
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で

沢
口
林
業
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
厚
さ

21
糎
直
径
90
糎
で
盤
台
に
切
断
し
た
も
の

で
、
産
地
は
鷹
巣
町
七
日
市
仙
戸
石
沢
国

有
林
で
、
伐
採
は
昭
和
54
年
11
月
１
日
樹

高
37
米
胸
高
直
径
94
糎
樹
齢
２
３
０
年
こ

れ
が
天
然
秋
田
杉
１
本
の
姿
で
す
。�

　
こ
れ
を
伐
採
し
て
丸
太
に
し
た
も
の
を

森
林
軌
道
で
鷹
巣
貯
木
場
ま
で
運
搬
し
、

貯
木
場
で
丸
太
一
本
毎
に
品
等
に
格
付
け

し
、
品
等
毎
に
巻
立
し
た
も
の
を
一
般
公

売
指
名
入
札
随
意
契
約
と
い
う
形
で
販
売

し
た
も
の
で
、
特
に
一
般
公
売
に
し
た
も

の
が
驚
く
程
の
高
値
で
売
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。�

地
域
の
躍
進
を
願
っ
て

佐
　
藤
　
善
　
壽

元
　
町

　
50
年
を
翻
っ
て
歴
史
を
繙
く
と
昭
和
の

大
合
併
（
綴
子
・
七
日
市
と
鷹
巣
）
以
来

数
知
れ
な
い
細
々
の
積
み
重
ね
で
構
成
さ

れ
る
。�

　
処
生
は
当
時
、
20
代
前
半
、
鼻
っ
た
れ

小
僧
何
の
ビ
ジ
ョ
ン
も
持
た
ず
今
思
う
と

赤
面
の
至
り
で
あ
る
。
戦
後
復
興
と
当
町

は
未
曾
有
の
大
火
復
興
期
、
昭
和
の
合
併

は
プ
ラ
ス
因
子
と
し
て
復
興
に
大
き
く
貢

献
し
た
と
信
じ
て
い
る
。
こ
の
50
年
間
町

報
誌
「
広
報
た
か
の
す
」
の
発
行
数
約
１

０
０
０
冊
。
行
政
と
町
民
の
深
い
絆
と
一

体
感
を
醸
成
す
る
太
い
パ
イ
プ
役
を
果
た

し
て
き
た
。�

　
今
、
平
成
の
大
合
併
で
市
制
移
行
と
共

に
町
報
誌
が
絶
版
と
な
る
が
、
発
展
的
解

消
と
あ
れ
ば
む
し
ろ
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ

で
す
。�

　
こ
の
後
は
市
長
を
先
頭
に
４
万
３
０
０

０
人
市
民
が
天
空
を
雁
行
す
る
が
如
く
飛

翔
し
、
北
秋
田
市
の
限
り
な
い
躍
進
を
た

だ
た
だ
、
心
か
ら
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。�

▲森林軌道で運び出される天然秋田杉
　　　　　　　　　　　　　　　（昭和30年代）

　伐採した天然秋田杉を運搬するために、大正末
期頃から活躍した森林軌道。鷹巣から終点の明利
又までは24キロ、支線も含めると50キロの延長が
あり、時には人の交通手段としても利用された。
しかし、トラック輸送の時代が訪れ、経営合理化
のため昭和40年には完全廃止された。

セ
ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
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旧
町
の
大
火
と
婦
人
活
動

寺
　
田
　
榮
　
子

材
木
町

　
昭
和
25
年
旧
町
の
大
火
で
町
の
約
半
分

を
焼
失
し
た
が
、
そ
の
後
町
は
、
郡
市
計

画
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
都
会
的
セ
ン
ス

の
町
並
と
な
っ
た
。
町
の
繁
華
街
は
、
仲

町
↓
大
町
↓
銀
座
通
り
と
東
へ
推
移
。�

　
大
火
で
地
方
事
務
所
（
現
地
域
振
興
局
）

も
焼
失
し
、
そ
の
再
建
に
つ
い
て
他
地
域

へ
の
移
転
問
題
が
急
浮
上
し
、
鷹
巣
町
に

と
っ
て
は
大
問
題
で
あ
り
、
当
時
の
成
田

喜
八
町
長
さ
ん
始
め
、
関
係
者
、
婦
人
会

の
皆
さ
ん
が
鷹
巣
町
に
存
置
の
た
め
血
涙

を
し
ぼ
っ
て
陳
情
運
動
を
繰
り
広
げ
た
結

果
鷹
巣
に
決
定
。
地
域
振
興
局
の
存
在
は
、

新
市
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
。�

　
昭
和
60
年
か
ら
実
施
の
ふ
る
さ
と
踊
り

と
餅
っ
こ
祭
、
中
央
公
園
で
の
あ
じ
さ
い

の
丘
植
樹
な
ど
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
（
会

長
中
嶋
喜
代
）
の
活
動
は
、
町
の
活
性
化

や
美
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

「
揺
籃
を
動
か
す
手
は
世
界
を
動
か
す
」

の
言
葉
の
如
く
、
厳
し
い
環
境
を
生
き
ぬ

い
た
女
性
た
ち
の
力
は
大
き
く
逞
し
い
。�

パ
ス
ポ
ー
ト
携
帯
の
青
年
が
来
る

今
　
川
　
清
太
郎

糠
　
沢

　
会
員
１
２
０
名
の
連
合
青
年
会
が
、
学

習
活
動
か
ら
運
動
体
と
し
て
進
も
う
と
の

気
運
が
盛
り
上
が
っ
た
の
は
昭
和
40
年
前

後
で
し
た
。�

　
そ
の
活
動
等
が
評
価
さ
れ
、
41
年
３
月

全
国
青
年
問
題
研
究
集
会
に
参
加
の
機
会

を
得
、
そ
の
会
場
で
沖
縄
代
表
よ
り
鷹
巣

の
青
年
と
の
交
流
の
要
請
が
あ
り
、
３
月

24
日
４
名
の
青
年
が
来
ま
し
た
。�

　
本
土
に
来
る
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要

で
あ
る
こ
と
（
米
国
統
治
下
の
た
め
）
、

そ
の
取
得
に
も
色
々
な
条
件
が
付
さ
れ
、

日
常
生
活
上
も
制
約
が
多
く
、
当
然
通
貨

は
ド
ル
単
位
等
々
の
話
し
が
あ
り
、
青
年

達
も
本
土
復
帰
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
る

実
例
報
告
に
、
平
和
に
対
す
る
意
を
新
た

に
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。�

　
昨
今
、
青
年
達
の
声
が
殆
ど
伝
わ
っ
て

こ
な
い
。
豊
か
さ
に
埋
没
し
た
の
か
寂
し

い
気
も
す
る
。�

　
新
北
秋
田
市
に
は
若
者
達
の
力
を
期
待

し
た
い
。�

鷹巣町を振り返って�

鷹
巣
町
を
振
り
返
っ
て

清
　
水
　
清
　
治

前
　
野

　
昭
和
の
合
併
時
、
町
の
最
南
端
に
分
町

問
題
が
勃
発
、
住
民
投
票
で
決
着
と
い
う

大
騒
動
の
渦
中
に
育
っ
た
私
は
、
当
時
未

成
年
で
し
た
が
半
世
紀
に
も
な
る
今
で
も

選
挙
の
投
票
が
あ
る
度
に
、
当
時
の
大
人

の
醜
い
争
い
が
脳
裏
に
よ
み
が
え
る
。�

　
当
時
の
合
併
目
的
に
、
学
校
統
合
が
背

景
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
そ
の
目
的
は
達

成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
時
世
と

共
に
生
活
の
必
需
主
体
が
町
の
中
央
部
に

集
中
さ
れ
て
、
在
郷
で
は
若
者
の
減
少
と

資
源
価
値
の
低
下
、
過
疎
化
の
進
行
等
々

で
、
人
々
の
互
助
の
精
神
が
希
薄
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
事
も
否
定
出
来
な
い
。�

　
平
成
合
併
の
目
的
に
は
、
国
・
県
等
々

の
財
政
立
て
直
し
が
背
景
に
あ
る
と
言
わ

れ
改
善
の
期
待
は
大
き
い
。
早
い
時
期
に

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
利
益
が
全
市
民
に

還
元
さ
れ
る
健
全
な
街
が
期
待
さ
れ
る
。�

　
道
筋
は
、
新
地
方
自
治
法
の
本
旨
に
基

づ
き
後
々
に
合
併
し
て
良
か
っ
た
、
と
笑

っ
て
暮
ら
せ
る
北
秋
田
市
に
な
り
た
い
。�

▲昭和30年頃の北秋田地方事務所

　明治時代，郡役所として設置された旧北秋田地
方事務所（現北秋田地域振興局）は、昭和25年の鷹
巣の大火で焼失した。このとき、明治以来何度も
持ち上がった大館への事務所移転問題が再燃するが、
結局元の場所（今の郵便局の隣）に再建された。
これには、当時の婦人会の存続運動も大きな力に
なった。（写真：成田多千雄さん提供）

ゆ
り
か
ご
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鷹巣町を振り返って�

鷹
巣
中
央
公
園
の
由
来

長
谷
川
　
　
　
裕

静
岡
県
静
岡
市（
松
葉
町
出
身
）

　
昭
和
27
年
、
秋
田
魁
新
報
社
が
新
聞
の

片
隅
に
投
票
用
紙
を
掲
載
し
て
、
秋
田
三

十
景
を
募
集
し
た
。�

　
私
の
亡
父
は
、
旧
沢
口
村
出
身
で
沢
口

会
を
組
織
し
て
い
て
農
業
用
貯
水
池
で
出

島
に
二
本
松
と
山
桜
が
美
景
だ
っ
た
、
堂

ヶ
岱
堤
を
鷹
巣
中
央
公
園
と
称
し
て
応
募

し
た
。
主
に
沢
口
会
が
新
聞
を
集
め
た
が
、

私
も
学
校
で
集
め
た
り
投
票
用
紙
を
切
り

取
っ
た
り
し
て
手
伝
っ
た
。
県
内
の
名
所

や
景
勝
地
に
比
べ
堤
は
無
名
で
、
中
間
発

表
が
あ
る
ご
と
に
30
位
前
後
で
幼
心
に
一

喜
一
憂
し
た
が
願
い
が
通
じ
て
26
位
で
当

選
し
た
。�

　
当
時
、
昭
和
の
町
村
合
併
の
気
運
が
あ

り
堤
が
新
生
鷹
巣
町
の
中
央
に
位
置
す
る

こ
と
か
ら
、
沢
口
会
が
命
名
し
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
立

派
に
整
備
さ
れ
、
県
下
有
数
の
桜
の
名
所

と
な
っ
た
今
、
帰
郷
の
折
々
、
沢
口
会
の

功
績
を
称
え
る
記
念
碑
の
前
に
立
ち
、
美

観
に
見
惚
れ
て
い
る
と
、
少
年
期
に
関
わ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
深
い
感
動
が
湧
い
て

く
る
。�

鷹
巣
町
大
火
復
興
の
活
力
が
今
日
の
発
展
の
基
礎
と
な
る

菊
　
地
　
靖
　
考

埼
玉
県
三
郷
市（
松
葉
町
出
身
）

　
遙
か
に
望
む
森
吉
山
よ
　
米
代
川
に
影

さ
し
て
・
・
・
旧
鷹
巣
中
学
校
（
横
町
）

時
代
の
校
歌
の
歌
い
出
し
で
あ
る
。
今
で

も
こ
の
校
歌
を
歌
っ
て
い
た
時
代
を
鮮
明

に
想
い
出
す
。�

　
し
か
し
、
合
併
し
て
も
こ
の
風
景
は
限

り
な
く
不
変
で
あ
り
、
未
来
永
劫
私
達
の

ふ
る
さ
と
の
象
徴
と
し
て
四
季
折
々
の
自

然
を
映
し
出
し
て
、
新
し
い
時
代
を
見
守

っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
今
、
私
は
新
し
い
機
軸
と
し
て
経
営
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
「
防

災
（
士
）
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
に
精
力
を

傾
け
地
域
防
災
に
取
組
ん
で
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
の
元
は
、
何
と
い
っ
て
も
昭
和

25
年
６
月
１
日
未
明
に
発
生
し
た
「
鷹
巣

町
大
火
」
で
あ
る
。
紅
蓮
の
炎
に
真
っ
赤

に
染
ま
っ
た
空
を
今
で
も
想
い
出
す
。�

　
し
か
し
、
町
の
そ
の
後
の
復
興
は
、
行

政
・
町
民
の
団
結
を
も
っ
て
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
源
泉
と
な
っ
た
。
こ
の
活
力

が
新
「
北
秋
田
市
」
建
設
の
基
礎
と
な
る

こ
と
を
信
じ
発
展
を
願
う
者
で
あ
る
。�

（
東
京
鷹
巣
会
会
長
）�

　
昭
和
27
年
、
秋
田
魁
新
報
社
の
「
秋
田
三
十
景
」
に
選
ば
れ
た

鷹
巣
中
央
公
園
。
以
来
、
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
整
備
さ
れ
、
町

民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
浮
島
の
松
の
一
部
は
昭
和
56
年
の
台
風

15
号
と
平
成
３
年
の
台
風
19
号
で
倒
れ
た
が
、
婦
人
会
に
よ
る
あ

じ
さ
い
の
植
樹
な
ど
も
あ
り
、
憩
い
の
場
と
し
て
さ
ら
に
整
備
が

進
ん
で
い
る
。
（
写
真
は
松
が
倒
れ
る
前
の
も
の
）

▼
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鷹巣町を振り返って�

Ｓ
君
の
こ
と

渡
　
部
　
　
　
満

新
田
中

　
昭
和
47
年
、
鷹
中
に
赴
任
し
た
。
３
年

２
組
、
43
名
の
学
級
だ
っ
た
。
一
人
一
人

が
個
性
に
富
ん
だ
生
徒
集
団
で
、
中
に
Ｓ

君
と
い
う
愛
す
べ
き
少
年
が
い
た
。
ク
ラ

ス
の
ア
イ
ド
ル
的
な
存
在
で
、
皆
か
ら
好

か
れ
て
い
た
。�

　
６
月
９
日
か
ら
始
ま
る
修
学
旅
行
の
一

週
間
前
に
迫
っ
た
日
の
体
育
の
時
間
に
、

Ｓ
君
が
跳
び
箱
を
失
敗
し
鎖
骨
を
骨
折
し

て
し
ま
っ
た
の
だ
。
本
人
は
行
き
た
い
と

泣
き
な
が
ら
懇
願
し
た
。
し
か
し
主
治
医

の
判
断
で
一
緒
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
。
旅
行
中
お
金
を
カ
ン
パ
し
て
、

お
み
や
げ
を
買
っ
た
。
帰
っ
て
か
ら
ク
ラ

ス
の
代
表
と
見
舞
い
を
か
ね
て
届
け
に
行

っ
て
驚
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
個
人
で
買
っ
た

お
み
や
げ
が
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
て
い
た
。�

　
10
月
10
日
の
体
育
の
日
に
、
Ｓ
君
の
た

め
に
十
二
湖
へ
の
小
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
。

38
名
が
参
加
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
海

辺
で
心
行
く
ま
で
遊
ん
だ
。
心
優
し
い
３

年
２
組
の
生
徒
た
ち
だ
っ
た
。�

鷹
巣
町
元
町
の
想
い
出

五
代
儀
　
博
　
紀

元
　
町

　
私
の
住
む
「
元
町
」
は
旧
町
内
名
「
仲

町
、
三
吉
町
、
太
平
町
」
の
３
町
か
ら
な

り
、
通
称
本
町
通
り
１
丁
目
〜
３
丁
目
と

呼
ば
れ
た
通
り
に
は
役
場
、
造
り
酒
屋
、

米
の
取
引
で
栄
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
高

い
石
垣
の
お
屋
敷
が
あ
っ
た
。�

　
こ
ど
も
の
頃
、
冬
は
酒
屋
の
大
き
な
広

い
屋
根
か
ら
の
そ
り
遊
び
、
夏
は
お
屋
敷

の
裏
で
馬
も
人
も
一
緒
の
川
遊
び
を
し
た
。�

　
平
成
の
今
、
建
物
は
移
転
や
解
体
等
で

な
く
な
り
大
樹
も
取
り
払
わ
れ
中
岱
ま
で

見
渡
せ
る
明
る
い
街
並
み
に
変
貌
し
た
。

跡
地
に
は
未
来
を
託
す
こ
ど
も
達
が
通
う

保
育
園
、
周
辺
に
は
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ

う
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
が
誕
生
し
た
。�

　
ま
た
、
こ
の
通
り
に
は
我
が
家
を
も
含

め
家
具
、
建
具
製
造
業
者
が
７
軒
も
あ
り

新
学
期
時
に
は
学
校
に
納
め
る
机
や
椅
子

づ
く
り
が
恒
例
の
作
業
と
な
っ
て
い
た
。�

　
名
物
の
市
日
は
昔
も
今
も
定
期
的
に
開

か
れ
相
変
わ
ら
ず
の
情
景
で
、
新
市
で
も

元
町
は
市
日
通
り
の
様
相
で
あ
る
。�

「
鷹
巣
」
を
想
い
北
秋
田
市
へ
望
む

　
長
　
崎
　
博
　
文

新
屋
敷
町

　
鷹
巣
町
の
地
名
が
消
滅
す
る
と
い
う
の

に
、
そ
の
現
実
を
素
直
に
受
け
止
め
れ
な

い
で
い
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
50
年
間

特
段
の
思
い
入
れ
も
な
く
過
ご
し
て
き
た

の
に
、
い
ざ
消
滅
す
る
と
な
れ
ば
一
抹
の

寂
し
さ
を
覚
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
県

内
で
鷹
巣
町
は
一
番
大
き
い
町
で
あ
る
と

言
わ
れ
続
け
て
き
た
事
に
密
か
な
誇
り
さ

え
感
じ
て
い
ま
し
た
。
自
立
の
時
代
へ
の

大
き
な
変
革
の
流
れ
が
、
身
近
な
私
達
の

所
へ
も
押
し
寄
せ
て
き
た
の
だ
な
と
実
感

せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。�

　
私
が
参
加
し
て
き
た
鷹
巣
町
主
催
の
行

事
は
、
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
、
交
通
安
全
祈
願

祭
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
、
町
民
体

育
祭
、
他
年
間
を
通
し
て
子
供
会
育
成
会

の
活
動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
目
線
を

安
全
、
健
康
、
福
祉
活
動
に
当
て
て
鷹
巣

町
へ
関
わ
っ
て
き
た
感
じ
が
し
ま
す
。�

　
新
北
秋
田
市
の
誕
生
に
向
け
て
、
壮
大

な
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
ゾ
ー
ン
建
設
の
構
想

が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
実

現
す
れ
ば
、
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
絶

大
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
思
い
、
そ
の
実

現
に
多
い
に
期
待
し
て
い
る
所
で
す
。�

▲解体が始まった頃の元町・相馬邸��

　元町のシンボル的な存在だった相馬邸は、豪
商・相馬栄治（1872-1952）の建てた大邸宅。
高い石垣とケヤキ並木に囲まれた広い邸内には、
意匠を凝らした庭園などもあり、通りに面した
重厚な門とともに、大正から昭和初期にかけて
の鷹巣町のたたずまいを見せていた。
　昭和25年の鷹巣の大火にも焼けず残ったが、
平成16年、惜しまれながら屋敷は取り壊された。
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鷹巣町を振り返って�

合
併
に
あ
た
っ
て
思
う
こ
と

畠
　
山
　
洋
　
子

七
日
市
本
郷

　
私
が
町
職
員
と
な
り
鷹
巣
町
民
と
な
っ

た
の
が
昭
和
34
年
で
す
か
ら
、
昭
和
の
合

併
の
直
後
で
し
た
。
町
の
こ
と
も
議
会
の

こ
と
も
何
も
知
ら
な
い
の
で
、
す
べ
て
、

こ
ん
な
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
、

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
大
変
革
期
に
就
職

し
て
い
た
の
で
す
。�

　
議
会
の
あ
る
日
は
、
旧
役
場
庁
舎
の
狭

い
廊
下
を
大
声
で
闊
歩
す
る
議
員
の
姿
が

見
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。�

　
あ
れ
か
ら
50
年
も
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
鷹
巣
阿
仁
地
方
の
地
域
住
民
と
し

て
共
生
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
度
は
北
秋

田
市
民
と
な
り
、
生
活
圏
を
拡
大
で
き
ま

す
。
自
然
豊
か
な
森
吉
山
を
は
じ
め
地
域

資
源
を
自
分
の
住
む
市
の
財
産
と
し
て
接

し
生
き
ら
れ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
夢
が
膨

ら
み
ま
す
。
こ
の
合
併
を
期
に
、
で
き
れ

ば
大
館
能
代
空
港
を
北
秋
田
空
港
と
名
称

変
更
で
き
な
い
も
の
か
と
思
う
の
で
す
。�

　
北
秋
田
市
の
新
し
い
地
名
を
全
国
に
発

信
し
て
地
域
発
展
に
繋
げ
た
い
も
の
で
す
。�

�

新
市
に
望
む
こ
と

長
　
岐
　
桃
　
子

あ
け
ぼ
の
町

　
私
が
高
校
を
卒
業
し
た
当
時
は
、
公
務

員
も
会
社
も
採
用
枠
が
少
な
い
時
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
高
度
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ

た
日
本
で
は
、
若
者
は
様
々
な
職
業
に
就

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
農
作
物
の

価
格
が
上
が
っ
た
事
な
ど
に
よ
り
購
買
意

欲
が
旺
盛
に
な
り
、
自
宅
を
新
築
し
た
り

新
車
を
買
う
な
ど
地
域
経
済
も
活
性
化
し

た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
り
以
前

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
大
企
業
が
倒
産
し
、

日
本
経
済
を
奈
落
の
底
に
突
き
落
と
し
た
。�

　
よ
う
や
く
明
る
さ
が
見
え
て
き
た
昨
今

財
政
再
建
の
た
め
に
地
方
分
権
が
叫
ば
れ

自
己
責
任
の
も
と
市
町
村
合
併
が
強
力
に

推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
下
の
事
情

で
は
避
け
て
通
れ
な
い
選
択
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
そ
こ
で
私
が
新
市
に
望
む
も
の

は
、
次
代
を
担
う
若
者
が
安
心
し
て
活
動

に
専
念
で
き
る
条
件
を
作
る
こ
と
。�

　
ま
た
豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、
北

秋
田
市
な
ら
で
は
の
地
場
産
業
を
発
展
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。�

さ
よ
う
な
ら
鷹
ノ
巣小

　
塚
　
弘
　
子

堂
ケ
岱

　
「
鷹
巣
町
」
こ
の
「
タ
カ
」
の
字
、
小

さ
く
書
く
と
ま
っ
黒
、
ゆ
っ
く
り
書
く
と

枡
か
ら
は
み
だ
す
、
何
と
か
な
ら
な
い
か

し
ら
と
思
い
な
が
ら
住
所
を
書
い
て
い
た

の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。�

　
青
年
会
で
県
の
大
会
へ
行
っ
た
時
「
鷹
」

の
字
を
つ
い
「
　
」
と
略
し
て
書
い
て
住

所
を
教
え
た
ら
、
年
賀
状
が
あ
て
先
不
明

で
戻
っ
た
と
、
良
く
聞
い
た
ら
鷹
が
六
（
ロ

ク
）
に
な
っ
て
い
た
と
笑
い
話
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
鷹
ノ
巣
町
と
ノ
が
入
っ
て
い
た
の
が
鷹

巣
町
に
、
時
の
流
れ
と
町
の
変
遷
へ
の
思

い
出
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
が
、
自
然
に
恵

ま
れ
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
と
て
も
住
み
や

す
い
町
で
す
。�

　
そ
ん
な
「
鷹
巣
町
」
が
消
え
る
と
は
夢

に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
し
さ
み
し

さ
が
残
り
ま
す
が
、
あ
り
が
と
う
「
鷹
巣

町
」
そ
し
て
さ
よ
う
な
ら
「
鷹
巣
町
」
。�

 合併後、旧鷹巣町役場庁舎が役場の所在地とな
り、６つの旧村役場ごとに支所が置かれた。元
町にあった木造２階建の旧庁舎は、昭和12年の
建設以来、昭和44年に現庁舎が新築されるまで
33年間使われた。

　
旧
役
場
庁
舎
落
成
時
の
町
職
員
。

袴
姿
は
当
時
の
成
田
重
太
郎
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
12
年
）

▼

　
旧
役
場
庁
舎
２
階
に
あ
っ
た
議
場

　
で
の
議
会
風
景
。

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
40
年
代
）

▼
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▲三鷹市での第1回ホークスサミット（平成元年）

　「鷹」の文字のつく自治体交流として始まった
のがホークスサミット。４町が一堂に会するイベ
ント交流はいったん終了しているが、相互防災協
定などによる自治体レベルでの交流、また、民間
交流も行われており、北秋田市になっても、交流
は引き継がれることになっている。

�

鷹巣町を振り返って�

「
ホ
ー
ク
ス
」
よ
　
永
遠
な
れ

松
　
尾
　
健
　
正

太
　
田

　
平
成
元
年
、
役
場
に
企
画
調
整
課
が
誕

生
し
た
。
何
を
な
す
べ
き
か
一
職
員
の
「
一

人
一
提
言
」
の
中
に
あ
っ
た
の
が
「
ホ
ー

ク
ス
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
で
あ
っ
た
。
全

国
の
「
鷹
」
の
字
の
つ
く
自
治
体
に
呼
び

か
け
交
流
を
深
め
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。�

　
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
は
す
ぐ
採
用
さ

れ
、
北
海
道
鷹
栖
町
、
山
形
県
白
鷹
町
、

東
京
都
三
鷹
市
、
長
崎
県
鷹
島
町
の
４
自

治
体
に
提
案
し
た
。
こ
の
こ
と
が
全
国
紙

で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
４
自
治
体
か

ら
は
す
ぐ
賛
同
の
返
事
が
寄
せ
ら
れ
た
。�

　
こ
の
年
の
11
月
、
三
鷹
市
で
行
わ
れ
た

第
１
回
サ
ミ
ッ
ト
に
は
同
市
在
住
の
町
出

身
者
10
数
名
が
顔
を
見
せ
た
の
は
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
だ
。�

　
第
２
回
は
当
町
で
の
開
催
。
み
ち
の
く

子
ど
も
風
土
記
館
の
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
の

首
長
の
話
し
合
い
は
好
評
だ
っ
た
。
５
市

町
の
交
流
は
い
ま
も
続
い
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
収
穫
が
あ
り
、
「
北
秋
田
市
」
に

な
っ
て
も
ぜ
ひ
継
続
し
て
ほ
し
い
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。�

新
し
い
市
に
望
む
も
の

大
　
川
　
　
　
隆

相
善
町

　
私
が
生
ま
れ
た
翌
年
に
昭
和
の
大
合
併

に
よ
り
鷹
巣
町
が
誕
生
し
て
か
ら
約
50
年
、

平
成
の
大
合
併
に
よ
る
「
北
秋
田
市
」
の

誕
生
に
よ
り
「
鷹
巣
町
」
と
い
う
慣
れ
親

し
ん
で
き
た
名
称
が
住
所
表
示
か
ら
消
え

る
事
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。�

　
合
併
後
に
お
い
て
は
、
鷹
巣
地
域
が
経

済
の
中
心
地
域
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
的
な
役

割
を
担
い
、
「
北
秋
田
市
」
の
新
し
い
ま

ち
創
り
の
原
動
力
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
今
後
急
速
に
進
行
す
る
事
が
確

実
視
さ
れ
て
い
る
人
口
減
少
と
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
を
最
重
要
課
題
と
捉
え
、
若

年
層
の
雇
用
機
会
の
増
加
の
た
め
具
体
的

か
つ
有
効
的
な
対
策
を
早
急
に
講
じ
る
と

と
も
に
、
高
齢
化
対
策
に
も
目
を
配
り
な

が
ら
「
北
秋
田
市
々
民
」
が
こ
の
ま
ち
に

住
む
こ
と
に
対
し
充
足
感
が
得
ら
れ
る
よ

う
な
「
新
し
い
市
」
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。�

町
政
か
ら
市
政
へ
〜
変
わ
ら
ぬ
住
民
自
治
〜

山
　
田
　
花
　
子

松
葉
町

　
鷹
巣
が
住
居
表
示
か
ら
消
え
る
。
で
も
、

駅
名
や
橋
名
な
ど
は
そ
の
ま
ま
残
る
。
長

い
間
慣
れ
親
し
ん
だ
故
郷
の
名
前
が
消
え

て
し
ま
う
の
は
や
は
り
悲
し
い
こ
と
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
「
あ
き
た
北
」
空
港
が
あ

る
「
北
秋
田
」
市
、
ま
だ
ピ
ン
と
こ
な
い
。�

　
廃
藩
置
県
に
始
ま
る
府
県
令
、
明
治
・

昭
和
の
大
合
併
と
進
み
、
今
回
の
平
成
の

大
合
併
。
せ
め
て
も
の
古
き
良
き
伝
統
的

行
事
そ
の
他
は
、
何
と
し
て
も
残
し
て
い

き
た
い
も
の
だ
。
そ
し
て
、
子
供
た
ち
、

後
世
に
そ
の
名
を
確
か
に
残
し
伝
え
て
い

く
使
命
が
あ
る
。�

　
合
併
に
は
、
期
待
と
不
安
が
交
錯
す
る
。

自
治
体
は
ど
う
変
わ
り
、
ど
ん
な
影
響
が

出
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
果
た
し
て
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
通
り
に
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
「
地
方
自
治
」
の
原
点
に
返
り
、

自
分
た
ち
の
手
で
住
み
よ
い
暮
ら
し
や
す

い
市
づ
く
り
に
励
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。�
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鷹巣町を振り返って�

新
た
な
故
郷
の
誇
り

　
鷹
巣
町
に
生
ま
れ
育
ち
45
年
、
私
に
は

ず
っ
と
鷹
巣
町
を
誇
り
に
思
う
心
が
あ
る
。

あ
る
時
は
人
口
の
多
い
町
で
あ
る
こ
と
、

あ
る
時
は
飲
み
屋
の
多
い
町
で
あ
る
こ
と

な
ど
様
々
で
あ
つ
た
。�

　
小
さ
い
頃
、
今
の
町
民
体
育
館
周
辺
で

毎
日
小
魚
や
亀
を
追
っ
た
こ
と
、
鷹
巣
に

初
め
て
特
急
列
車
が
止
ま
っ
た
こ
と
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
に
燃
え
た
日
々
・
・
・
。
こ

う
し
た
よ
き
思
い
出
と
重
な
り
合
い
な
が

ら
誇
り
に
思
う
心
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
よ

う
に
思
う
。
あ
る
意
味
で
は
少
し
寂
し
い

気
持
ち
も
あ
る
が
新
し
い
市
へ
の
期
待
の

方
が
は
る
か
に
大
き
い
。�

　
活
気
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
交
流
都
市
を

目
指
し
、
今
、
北
秋
田
市
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
「
行
政
が
何
を
し
て
く
れ
る
か
」
で

は
な
く
「
住
民
一
人
一
人
が
何
を
す
る
か
」

と
い
う
視
点
で
新
し
い
都
市
づ
く
り
に
微

力
な
が
ら
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
う
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の
故
郷
が

誇
り
と
思
え
る
よ
う
に
。�

鷹
巣
青
年
会
の
思
い
出

工
　
藤
　
敏
　
明

秋
田
市（
南
鷹
巣
出
身
）

　
昭
和
60
年
、
元
気
の
で
る
町
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
、
鷹
巣
青
年
会
で
７
月
25
日
の

鷹
巣
神
社
祭
典
に
曳
き
山
を
つ
く
り
旧
町

内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
当
時
会
員
は
６
、

７
名
で
会
員
の
友
達
や
同
級
生
に
協
力
を

依
頼
し
人
数
を
確
保
し
ま
し
た
。
ま
た
、

曳
き
山
の
材
料
は
坊
沢
青
年
会
、
組
み
立

て
は
七
日
市
青
年
会
、
踊
り
の
指
導
は
栄

青
年
会
の
協
力
を
得
て
成
功
さ
せ
た
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。�

　
そ
の
後
曳
き
山
は
10
数
年
続
き
町
民
の

み
な
さ
ん
が
毎
年
青
年
会
の
曳
き
山
を
待

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
町
や
商
工
会
、

地
元
新
聞
社
か
ら
時
期
に
な
る
と
声
が
掛

か
っ
た
り
と
す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。�

　
祭
り
で
頂
い
た
寄
付
金
は
、
青
年
会
の

活
動
資
金
と
な
り
キ
ャ
ン
プ
や
旅
行
、
ス

キ
ー
に
仲
間
と
行
っ
た
楽
し
い
思
い
出
が

沢
山
あ
り
ま
す
。
私
は
現
在
秋
田
市
に
住

ん
で
お
り
ま
す
が
、
北
秋
田
市
に
な
っ
て

も
楽
し
い
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
鷹
巣
で
ず

う
っ
と
居
て
下
さ
る
事
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

▲町内をまわる鷹巣青年会の曳き山（平成2年）

　青年会は戦前からあった若者の組織。昭和30年
代から50年代までが最も盛んで、各地区また集落
ごとに青年たちが活動していた。最近では、生活
観の変化とともに青年会組織はすたれが、町を活
性化する若者のパワーが待たれている。

「
宝
物
」
・
・
・
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う

藤
　
島
　
鉄
　
也

東
中
岱

遠
　
藤
　
元
　
博

深
　
関

　
「
緑
の
山
に
囲
ま
れ
て
、
黄
金
の
稲
穂�

・
・
・
明
日
の
栄
を
築
こ
う
よ
」
町
民
歌

を
胸
に
鷹
巣
町
の
歴
史
を
私
は
忘
れ
な
い
。�

　
子
供
の
頃
、
大
勢
の
仲
間
と
外
で
遊
ん

だ
、
パ
ッ
チ
、
コ
マ
、
缶
蹴
り
、
は
り
つ

け
、
六
む
し
、
て
ん
が
！
無
我
夢
中
に
。�

　
鷹
巣
青
年
会
に
入
り
、
大
勢
の
若
者
が

集
い
太
鼓
を
叩
き
、
踊
り
、
旅
行
に
行
き

酒
を
飲
ん
だ
。
今
は
無
き
鷹
巣
青
年
会
。�

　
道
路
が
で
き
、
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
、
橋

が
で
き
、
人
の
流
れ
が
変
わ
り
、
様
々
な

建
物
が
取
り
壊
さ
れ
て
は
、
環
境
も
変
わ

っ
た
。
良
く
も
な
り
悪
く
も
な
っ
た
。�

　
合
併
し
た
ら
子
供
が
増
え
る
・
・
・
遊

び
を
伝
え
よ
う
。
青
年
が
増
え
る
・
・
新

た
に
団
結
し
て
ほ
し
い
。
道
路
が
か
わ
る
・�

・
・
様
々
な
人
間
模
様
が
描
か
れ
る
だ
ろ

う
。�

　
良
い
合
併
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に
、

新
し
い
「
北
秋
田
市
」
に
夢
と
希
望
を
期

待
し
ま
す
。
歴
史
、
祭
り
、
特
産
物
と
各

町
の
持
ち
味
が
集
ま
り
、
「
宝
物
」
が
増

え
る
の
だ
か
ら
・
・
・
鷹
巣
町
よ
、
あ
り

が
と
う
。�
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笑
顔
が
集
ま
る
場
所岡

　
村
　
順
　
子

東
横
町

　
鷹
巣
町
当
局
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
の

お
支
え
を
頂
い
て
、
今
年
度
、
私
共
の
鷹

巣
教
会
幼
稚
園
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鷹
巣
町
で
初
め
て

開
設
さ
れ
た
戦
時
託
児
所
を
前
身
に
し
、

１
９
５
４
年
に
は
鷹
巣
保
育
園
と
枝
分
か

れ
し
て
鷹
巣
教
会
幼
児
園
と
し
て
の
一
歩

を
あ
ゆ
み
だ
し
ま
し
た
。
こ
の
50
年
間
に

送
り
出
し
た
卒
園
児
総
数
は
の
べ
３
１
９

４
名
に
な
り
ま
す
。�

　
園
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
改
築
が
急
務
で

す
が
、
幼
稚
園
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
子

ど
も
だ
け
で
な
く
み
ん
な
が
集
い
あ
え
る

よ
う
な
保
育
セ
ン
タ
ー
的
な
機
能
を
持
つ

施
設
に
し
た
い
と
夢
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
の
問
題
な
ど
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
新
市
に
あ
っ
て
も
子
ど
も
の
い
き
い

き
し
た
笑
顔
を
支
え
る
場
所
、
ま
た
心
が

繋
が
り
あ
う
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
て
い

け
る
場
所
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

鷹巣町を振り返って�

小
学
生
の
頃
に
描
い
た
材
木
の
ま
ち

藤
　
島
　
明
　
範

茨
城
県
つ
く
ば
市（
東
横
町
出
身
）

　
美
術
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
私
に
と

っ
て
、
そ
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
の
が
鷹

巣
小
学
校
５
・
６
年
の
美
術
の
時
間
で
す
。

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
共
同
木
版

画
。
テ
ー
マ
は
確
か
「
町
の
産
業
」
か
何

か
で
、
福
住
町
の
九
島
木
材
さ
ん
に
ス
ケ

ッ
チ
に
行
っ
て
製
材
所
の
中
の
働
く
人
々

を
描
き
ま
し
た
。�

　
そ
の
頃
は
、
駅
周
辺
に
た
く
さ
ん
の
製

材
所
や
貯
木
場
が
あ
り
ま
し
た
。
森
林
鉄

道
の
「
ガ
ソ
リ
ン
」
が
廃
止
さ
れ
て
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
に
代
っ
て
い
た
頃
で
す
が
、
工

場
の
中
に
は
ま
だ
引
込
み
線
が
残
っ
て
い

ま
し
た
。
丸
太
の
山
、
材
木
を
運
ぶ
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
、
木
を
挽
く
帯
鋸
、
製
材
さ

れ
た
角
材
、
機
械
操
作
の
お
じ
さ
ん
、
木

っ
端
の
山
、
そ
れ
を
チ
ッ
プ
に
加
工
す
る

お
ば
さ
ん
た
ち
・
・
・
。
私
た
ち
は
６
・

７
人
ず
つ
の
班
で
、
そ
の
様
子
を
大
き
な

ベ
ニ
ヤ
板
の
木
版
画
に
描
い
た
の
で
し
た
。

　
鷹
巣
と
い
え
ば
材
木
の
町
で
し
た
が
、

そ
の
風
景
は
私
の
心
に
今
で
も
は
っ
き
り

と
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
（
彫
刻
家
・
美

術
教
員
）�

昭
和
30
〜
40
年
代
の
鷹
ノ
巣
駅
前
の
光
景
。

貯
木
場
の
通
り
が
材
木
町
、農
協
市
場
の

通
り
が
福
住
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
。

▲営林署貯木場（昭和30年頃）

▲農協市場（昭和40年代）

▲鷹巣教会戦時託児所（戦前）

鷹巣教会幼稚園は、昭和16年に発足した鷹巣
教会戦時託児所がその前身。戦後になると、
脇神の生活改善グループによる季節託児所（昭
和27年）や、綴子保育園（昭和28年）も発足
するが、当時は保育施設、また幼児教育施設
のさきがけでもあった。
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鷹巣町出身者が郷土を語る�

鷹
巣
町
最
後
の
成
人
式
を
迎
え
て

藤
　
島
　
翔
　
悟

住
吉
町

　
お
ぎ
ゃ
ー
と
生
ま
れ
早
、
今
年
成
人
を

迎
え
ま
す
。
鷹
巣
町
で
の
生
活
20
年
短
い

様
で
長
か
っ
た
。
い
い
出
会
い
に
恵
ま
れ
、

良
き
級
友
、
良
き
家
族
、
良
き
恩
師
と
の

20
年
間
俺
に
と
っ
て
鷹
巣
は
最
高
で
し
た
。�

　
地
元
に
就
職
し
将
来
飲
食
店
を
経
営
す

べ
く
修
行
中
の
身
、
い
つ
か
店
を
開
い
た

ら
皆
さ
ん
、
俺
を
酒
の
肴
に
飲
み
に
来
て

下
さ
い
。�

　
町
村
合
併
の
年
で
も
あ
り
、
何
か
と
騒

が
れ
て
い
る
中
、
俺
達
は
進
む
し
か
な
い

と
思
う
。
進
ん
で
良
き
北
秋
田
市
を
築
い

て
行
こ
う
。
先
輩
達
が
頑
張
っ
て
鷹
巣
を

盛
り
上
げ
た
様
に
俺
達
も
未
来
に
向
か
い

努
力
し
ま
す
。
ど
う
な
る
か
な
ん
て
誰
も

解
ら
な
い
事
で
す
が
俺
達
が
こ
こ
で
暮
ら

す
と
言
う
事
は
北
秋
田
市
を
ど
う
イ
メ
ー

ジ
し
て
行
く
か
で
す
。�

　
成
人
を
迎
え
る
今
、�

　
心
か
ら
鷹
巣
町
あ
り
が
と
う
!!!�

 

そ
し
て
、
北
秋
田
市
よ
ろ
し
く
!!!
�

老
若
男
女 

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町
を

高
　
橋
　
沙
　
綾

鷹
巣
中
学
校
１
年

　
小
学
校
４
年
生
の
時
、
福
祉
を
テ
ー
マ

に
し
た
学
習
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。�

　
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
商
店
街
を
歩
き
、

目
の
不
自
由
な
歩
行
者
の
た
め
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
妨
げ
に
な
る
自
転
車
の
置
き
方

な
ど
、
気
づ
い
た
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
ま
た
、
町
中
に
ゴ
ミ
が
多
く
捨
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
の

チ
ラ
シ
を
作
り
、
そ
れ
を
配
っ
た
り
と
、

町
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

実
践
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
中
で
、
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自

由
な
人
の
た
め
の
福
祉
施
設
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
や
、
そ
の
一
方
で
若
い
人
達
が

働
い
た
り
楽
し
ん
だ
り
す
る
場
が
と
て
も

少
な
い
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。�

　
４
町
の
合
併
に
よ
り
、
鷹
巣
町
と
い
う

地
名
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
老
若
男
女
が

楽
し
く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
『
北
秋
田
市
』
、

本
当
の
意
味
で
の
福
祉
の
町
を
み
ん
な
で

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

郡
か
ら
市
へ
広
が
る
北
秋
田

神
　
成
　
裕
　
樹

鷹
巣
南
中
学
校
１
年

　
鷹
巣
町
と
３
つ
の
町
が
つ
な
が
っ
て
、

北
秋
田
市
に
な
り
ま
す
。
学
校
の
名
前
を

始
め
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
名
前
が
ど
う

な
る
の
か
、
と
て
も
楽
し
み
だ
し
、
小
・

中
学
校
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
早
く
知
り

た
い
で
す
。�

　
ま
た
、
小
学
校
や
中
学
校
で
行
っ
て
き

た
、
こ
れ
ま
で
の
鷹
巣
町
の
探
検
か
ら
、

も
っ
と
も
っ
と
広
い
地
域
と
な
る
北
秋
田

市
の
探
検
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
同
じ

仲
間
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
同
じ
市
民
と

し
て
仲
良
く
し
て
い
く
た
め
に
も
、
い
ろ

ん
な
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
早
く
行
っ
て
み

た
い
で
す
。
そ
れ
は
、
自
分
の
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
、
同
じ
都
市
に
住
ん
で
い
る
者

と
し
て
、
早
く
知
ら
な
い
と
こ
ろ
を
な
く

し
た
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
が
、
皆
の
仲
間

意
識
を
き
っ
と
強
め
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。�

　
で
も
、
や
っ
ぱ
り
「
鷹
巣
町
」
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
少
し
さ
み
し
い
気

持
ち
が
し
ま
す
。�

鷹
巣
ば
や
し
と
と
も
に

野
　
呂
　
俊
　
二

本
屋
敷

　
鷹
巣
町
に
移
住
し
て
20
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
変
わ
り
ま
し
た
。

独
り
身
だ
っ
た
の
が
、
家
庭
を
持
ち
、
家

を
建
て
ま
し
た
。
一
番
変
わ
っ
た
の
は
、

太
鼓
打
ち
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。�

　
和
太
鼓
を
始
め
た
の
が
17
年
前
。
見
て

拍
手
す
る
人
か
ら
バ
チ
を
持
っ
て
演
奏
す

る
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
、

自
分
で
も
驚
き
で
す
。�

　
鷹
巣
ば
や
し
は
、
20
年
前
に
諸
先
輩
方

が
作
っ
た
チ
ー
ム
で
す
。
そ
れ
を
引
き
継

い
で
か
ら
、
も
う
趣
味
の
域
は
越
え
ま
し

た
。
続
け
て
い
く
義
務
感
の
よ
う
な
も
の

も
感
じ
て
い
ま
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
る

皆
様
の
お
陰
が
あ
っ
て
、
続
け
て
き
ま
し

た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。�

　
町
か
ら
市
に
変
わ
り
ま
す
が
、
も
と
か

ら
太
鼓
の
響
き
に
境
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
鷹
巣
ば
や
し
は
、
聞
く
人
々
が
元
気
と

活
力
を
湧
き
起
こ
す
よ
う
に
、
ド
ド
ー
ン

と
北
秋
田
市
全
体
を
震
わ
す
太
鼓
を
打
ち

鳴
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。�
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昭
和
の
合
併
に
よ
り
、
全
て
の
小
中
学
校
が
「
鷹

巣
町
立
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
合
併
以
来
50
年
に
わ
た
り
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
各
学
校
の
児
童
生
徒

と
し
て
、
ま
た
父
兄
や
地
域
住
民
と
し
て
学
校
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
生
活
の
中
で
誰
も
が
親
し
ん
で
き

た
各
小
中
学
校
に
つ
い
て
、
合
併
し
た
頃
、
ま
た
、

そ
れ
以
前
か
ら
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　
　�

　
昭
和
22
年
、
戦
後
の
教
育
制
度
改
革
に
よ
り
、

６
・
３
制
が
発
足
、
中
等
教
育
も
義
務
教
育
と
な

り
、
中
学
校
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
戦
後
の
貧
し
い
自
治
体
財
政
の
中
で
、

学
校
建
設
の
費
用
は
す
ぐ
に
は
捻
出
で
き
ず
、
小

学
校
に
併
設
さ
れ
た
状
態
が
続
き
、
ま
た
そ
の
後

中
学
校
が
統
合
さ
れ
る
ま
で
独
立
校
舎
が
な
い
学

校
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
昭
和
の
合
併
、
ま
た
国
の
方
針
な
ど
に
よ
っ
て
、

学
校
統
合
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
33
年
に
は
統
合

鷹
巣
中
学
校
、
35
年
に
は
統
合
鷹
巣
南
中
学
校
が

発
足
し
ま
す
。
41
年
に
は
竜
森
中
が
南
中
に
統
合

さ
れ
ま
す
。�

　
統
合
鷹
巣
中
は
、
生
徒
数
が
１
５
０
０
人
を
超

え
る
、
県
内
で
も
有
数
の
マ
ン
モ
ス
校
で
し
た
。�

　
小
学
校
は
、
明
治
23
年
ま
で
に
、
分
校
や
授
業

所
を
含
み
、
17
の
小
学
校
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

合
併
時
に
は
、
14
校
あ
り
ま
し
た
。�

　
鷹
巣
町
で
は
、
そ
の
半
数
が
へ
き
地
に
あ
る
小

規
模
校
や
分
校
で
し
た
が
、
小
規
模
校
な
ら
で
は

の
熱
心
な
教
育
が
実
践
さ
れ
、
竜
森
小
学
校
で
は

昭
和
30
年
代
に
、
全
国
学
校
植
林
コ
ン
ク
ー
ル
で

特
選
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
学
校
の
適
正
規
模
を
図
る
必
要
性
な

ど
か
ら
、
昭
和
46
年
ま
で
に
順
次
統
合
が
進
ん
で

８
校
に
、
同
54
年
に
は
綴
子
小
学
校
岩
谷
分
校
が

本
校
に
統
合
、
現
在
の
７
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
学
区
も
幾
度
か
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
40
年
代
に
は
、
新
田
中
、
掛
泥
、
南
鷹
巣
地

区
が
、
鷹
小
学
区
か
ら
綴
子
、
東
、
中
央
の
各
小

学
区
へ
そ
れ
ぞ
れ
編
入
さ
れ
ま
し
た
。�

　
時
代
の
変
化
と
と
も
に
少
子
化
が
進
み
、
合
併

時
に
は
３
６
０
０
人
ほ
ど
だ
っ
た
児
童
数
が
現
在

で
は
１
１
０
０
人
に
、
１
８
０
０
人
ほ
ど
だ
っ
た

生
徒
数
が
６
０
０
人
に
減
っ
て
い
ま
す
（
概
数
）
。

　
新
市
で
は
、
少
子
化
へ
の
対
応
な
ど
新
し
い
時

代
の
課
題
に
合
わ
せ
、
環
境
を
整
え
て
行
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。�

明
治
５
年
の
学
制
発
布
に
よ
り
鷹
小
・
綴

子
小
・
七
日
市
小
が
創
立
、
以
後
、
明
治

40
年
ま
で
に
、
計
17
小
学
校
が
創
立
す
る
。

郡
立
農
林
学
校
が
七
日
市
に
設
立
さ
れ
る
。

同
校
が
県
立
と
し
て
旧
鷹
巣
町
に
移
転
。

沢
口
小
学
校
移
転
新
築
。

坊
沢
小
学
校
観
音
堂
岱
校
舎
新
築
落
成
。

学
制
改
革
に
よ
り
、
新
制
中
学
と
な
る
。

竜
森
中
学
校
新
築
。

沢
口
小
で
学
校
給
食
始
ま
る
。

７
カ
町
村
が
合
併
し
、
新
鷹
巣
町
が
発
足
。

統
合
鷹
巣
中
学
校
創
立
。

統
合
鷹
巣
南
中
学
校
創
立
。

坊
沢
小
学
校
新
築
。
鷹
中
寄
宿
舎
設
置
。

綴
子
小
糠
沢
分
校
が
廃
止
、
本
校
に
統
合
。

綴
子
小
校
舎
新
築
。
。

竜
森
中
が
南
中
に
統
合
。

鷹
巣
阿
仁
教
育
事
務
協
議
会
設
立
。

七
座
小
学
校
が
火
災
で
焼
失
。
南
小
、
中

央
小
の
２
校
が
創
立
。

鷹
小
に
「
こ
と
ば
の
教
室
」
を
開
設
。

南
小
、
中
央
小
、
竜
森
小
、
西
小
の
各
校

舎
新
築
。
北
部
給
食
セ
ン
タ
ー
開
設
。

北
幼
稚
園
開
設
（
西
幼
稚
園
は
55
年
）
。

岩
谷
分
校
廃
止
、
綴
子
小
学
校
に
統
合
。

鷹
巣
小
新
校
舎
完
成
。

東
小
新
校
舎
完
成
。

鷹
中
校
舎
新
築
。

鷹
巣
町
教
育
セ
ン
タ
ー
設
立
。

フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
た
か
の
す
（
南
部
給
食

セ
ン
タ
ー
）
完
成
。

明
治
７
年

　
　
42
年

大
正
２
年

昭
和
４
年

　
　
19
年

　
　
22
年

　
　
27
年

　
　
29
年

30
〜
31
年

　
　
33
年

　
　
35
年

　
　
38
年

　
　
39
年

　
　
40
年

　
　
41
年

　
　
42
年

　
　
44
年

　
　
46
年

　
　
53
年

　
　
54
年

　
　
58
年

平
成
５
年

　
　
６
年

平
成
10
年

　
　
15
年

�

鷹巣町の小中学校のあゆみ�鷹巣町の小中学校のあゆみ�

▲昭和31年頃の綴子小学校糠沢分校で学ぶ子ども
たち。校舎は農家式の萱葺き屋根で、50坪くらい
の簡素な分校だった。（写真：石川太永治さん提供）

明治７年～（町村合併前）～昭和30・31年～（合併後）～平成17年�明治７年～（町村合併前）～昭和30・31年～（合併後）～平成17年�

小
中
学
校
の
変
遷
（
主
な
動
き
）�

へ
ん
せ
ん



　広報たかのす　閉町記念特集号�３１�

　
現
在
の
校
舎
は
６
代
目�

　�　
鷹
巣
小
学
校
は
明
治
７
年
８
月

２
日
浄
運
寺
に
「
鷹
巣
学
校
」
と

し
て
誕
生
し
た
。
当
時
の
先
生
は

青
柳
丹
蔵
校
長
一
人
だ
け
、
児
童

は
64
人
だ
っ
た
。�

　
そ
の
後
、
児
童
数
の
増
加
な
ど

に
と
も
な
い
、
仲
町
、
新
町
、
寺
東
、

横
町
、
現
在
と
、
５
回
も
校
舎
の

位
置
が
変
わ
っ
て
い
る
。�

　
鷹
小
は
新
学
制
が
施
行
さ
れ
た

昭
和
22
年
に
は
児
童
数
１
１
９
２
人
、

合
併
後
の
昭
和
35
年
に
は
、
児
童

数
１
５
７
５
人
と
郡
内
で
も
屈
指

の
大
規
模
校
で
あ
っ
た
。�

　
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

昭
和
38
年
に
は
、
東
横
町
の
旧
鷹

中
校
舎
（
統
合
前
）
に
隣
接
し
て

新
校
舎
を
新
設
し
た
。�

　
昭
和
49
年
に
は
体
育
館
を
新
築
、

合
わ
せ
て
創
立
１
０
０
周
年
記
念

式
典
を
行
い
、
翌
年
２
月
、
記
念

事
業
と
し
て
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
「
大

望
の
像
」
に
収
納
し
た
（
昨
年
、

移
設
・
開
封
し
、
新
た
に
収
納
）。�

　
現
在
の
中
岱
校
舎
が
で
き
た
の

は
昭
和
58
年
。
昨
年
平
成
16
年
に

は
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
、
歴

史
は
北
秋
田
市
に
引
き
継
が
れ
る
。�

浄
運
寺
に
鷹
巣
小
学
校
設
置
。

仲
町
（
現
元
町
）
に
校
舎
新
築
・
移
転
。

新
町
（
現
大
町
）
に
校
舎
新
築
・
移
転
。

寺
東
（
今
の
児
童
公
園
か
ら
役
場
に
か
け

て
の
場
所
）
に
校
舎
新
築
・
移
転
。

体
操
場
新
築
落
成
。

国
民
学
校
施
行
令
に
よ
り
鷹
巣
国
民
学
校

と
改
称
。

新
学
制
施
行
、
鷹
巣
小
学
校
と
改
称
。
高

等
科
を
廃
止
し
中
学
校
を
創
設
。

新
し
い
校
章
を
制
定
。
９
月
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
結

成
。
初
代
会
長
渡
辺
力
氏
。

創
立
80
周
年
記
念
式
典
。
校
旗
、
校
歌
制

定
（
朝
日
了
回
作
詞
、
大
山
会
三
郎
作
曲
）
。

２
年
生
と
５
年
生
を
旧
中
学
校
校
舎
（
横

町
校
舎
）
に
移
し
、
授
業
を
行
う
。

特
殊
学
級
（
知
的
障
害
学
級
）
設
置
。
８

月
、
横
町
に
校
舎
新
築
・
移
転
（
現
中
央

公
民
館
分
館
）
。
プ
ー
ル
竣
工
。

創
立
90
周
年
記
念
式
典
。

特
殊
学
級
（
言
語
）
こ
と
ば
の
教
室
開
設
。

創
立
100
周
年
。
体
育
館
竣
工
記
念
式
典
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
設
、
記
念
像
除
幕
式
。

特
殊
学
級
（
難
聴
）
き
こ
え
の
教
室
開
設
。

南
家
下
（
現
在
地
）
に
校
舎
新
築
・
移
転
。

プ
ー
ル
竣
工
。

金
管
バ
ン
ド
部
創
設
。

創
立
120
周
年
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
設
置
。

創
立
130
周
年
。
創
立
100
周
年
記
念
事
業
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
、
新
た
に
収
納
。

明
治
７
年

　
　
10
年

　
　
20
年

　
　
34
年

大
正
７
年

昭
和
16
年

　
　
22
年

　
　
23
年

　
　
29
年

　
　
35
年

　
　
38
年

　
　

　
　
39
年

　
　
46
年

　
　
49
年

　
　
50
年

　
　
52
年

　
　
58
年

　
　
60
年

平
成
元
年

　
　
６
年

　
　
10
年

　
　
16
年

　
　

学
校
の
沿
革�

え
ん
か
く

●学校創立明治７年
●児童数348人　学級数15
〔所在地〕
●鷹巣町鷹巣字南中家下37番地1

鷹巣町立�

鷹巣小学校�

▲浄運寺に「鷹巣学校」として開校し、昨年創立
130周年を迎えた鷹巣小学校。現在の校舎は6代目。

▲最も長かった寺東時代の運動会風景。校舎は現
在の児童公園から町役場にかけての場所にあった。

◇児童数・学級数の推移（資料：学校基本調査） ※
昭
和
43
年
、
新
田
中
地
区
が
綴

　
子
小
学
校
区
に
、
44
年
、
南
鷹

　
巣
地
区
が
中
央
小
学
校
区
に
、

　
45
年
、
掛
泥
地
区
が
東
小
学
校

　
区
に
そ
れ
ぞ
れ
編
入
。

S35年

1,575人

33

H２年

511人

19

区　分

児童数

学級数

区　分

児童数

学級数

S47年

863人

24

H12年

401人

16

S55年

782人

23

H16年

348人

15



　広報たかのす　閉町記念特集号  ３２�

　
米
代
川
と
と
も
に
あ
っ
た
歴
史�

　�　
明
治
12
年
、
摩
当
村
伍
長
会
議

所
を
校
舎
に
あ
て
て
開
校
し
た
。

　
栄
村
で
は
、
村
の
中
央
を
米
代

川
が
横
切
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
正
14
年
に
橋
が
架
か
る
ま
で
は

太
田
分
校
と
の
２
校
体
制
の
時
代

が
あ
っ
た
。
架
橋
後
の
昭
和
３
年
、

通
学
上
の
支
障
が
な
く
な
り
摩
当

と
太
田
の
中
間
地
で
あ
る
現
在
地

に
統
合
尋
常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。�

　
昭
和
30
年
、
町
村
合
併
に
よ
り

町
立
栄
小
学
校
と
改
称
、
新
校
舎

が
新
築
さ
れ
る
。�

　
45
年
に
は
現
在
の
東
小
学
校
と

改
称
、
こ
の
年
、
学
区
変
更
に
よ

り
掛
泥
、
高
野
尻
、
あ
け
ぼ
の
町

の
一
部
を
編
入
し
た
。
平
成
５
年
、

現
在
の
校
舎
が
新
築
・
落
成
す
る
。�

　
栄
小
は
側
を
流
れ
る
米
代
川
に

大
き
な
影
響
を
受
け
て
き
た
学
校�

だ
っ
た
。
洪
水
に
よ
る
橋
の
流
失

で
通
学
に
支
障
を
き
た
し
、
ま
た
、

校
舎
へ
の
浸
水
で
、
大
き
な
被
害

を
受
け
た
こ
と
も
た
び
た
び
だ
っ
た
。�

　
し
か
し
そ
の
後
、
橋
や
堤
防
が

整
備
さ
れ
、
「
水
辺
の
楽
校
」
が

河
川
敷
に
開
校
す
る
な
ど
、
川
に

親
し
め
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。�

摩
当
に
栄
学
校
が
設
立
。

太
田
分
校
設
置
。

栄
尋
常
小
学
校
設
立
。

２
校
独
立
。
栄
学
校
を
廃
し
、
栄
尋
常
小

学
校
を
太
田
尋
常
小
学
校
に
、
摩
当
分
教

場
を
摩
当
尋
常
小
学
校
に
改
め
る
。

摩
当
尋
常
小
学
校
の
冬
期
分
教
場
（
田
沢
、

李
岱
）
を
開
設
。

米
代
川
に
架
橋
、
統
合
の
気
運
高
ま
る
。

小
摩
当
分
校
開
設
。

栄
尋
常
小
学
校
創
立
（
９
月
）
。

新
校
舎
落
成
（
10
月
）
。

栄
国
民
学
校
と
改
称
。

栄
村
立
栄
小
学
校
と
改
称
し
、
栄
中
学
校

を
併
設
。

町
村
合
併
に
よ
り
鷹
巣
町
立
栄
小
学
校
と

改
称
、
11
月
、
栄
小
中
学
校
新
築
校
舎
現

在
地
に
移
転
。

創
立
80
周
年
。
栄
小
校
歌
制
定
。

完
全
給
食
実
施
。

プ
ー
ル
完
成
。

学
区
改
変
（
掛
泥
、
高
野
尻
、
あ
け
ぼ
の

町
を
編
入
）
。
町
立
東
小
学
校
と
改
称
。

東
小
校
歌
、
校
章
制
定
（
校
歌
作
詞
・
九

島
与
治
郎
　
作
曲
・
後
藤
惣
一
郎
）
。

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
。

給
食
、
セ
ン
タ
ー
方
式
に
移
行
。

新
校
舎
新
築
・
落
成
。

プ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
。

河
川
敷
公
園
「
水
辺
の
楽
校
」
開
校
。

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
。

明
治
12
年

　
　
14
年

　
　
25
年

　
　
36
年

　
　
43
年

大
正
14
年

昭
和
２
年

　
　
３
年

　
　
16
年

　
　
22
年

　
　
30
年

　
　
34
年

　
　
35
年

　
　
42
年

　
　
45
年

　
　
54
年

平
成
４
年

　
　
５
年

　
　
６
年

　
　
８
年

　
　
11
年

学
校
の
沿
革�

え
ん
か
く

◇児童数・学級数の推移（資料：学校基本調査）

●学校創立明治12年
●児童数121人　学級数6
〔所在地〕
●鷹巣町栄字田沢古川布252番地

※
昭
和
35
年
は
栄
小
。
45
年
に

　
学
区
改
変
で
掛
泥
、
高
野
尻
、

　
あ
け
ぼ
の
町
が
編
入
。▲昭和30年に栄小中学校として建設された旧校舎。

昭和３年にできたこの前の校舎も古川布にあった。

▲現在の校舎は、平成５年に新築された。創立127
年目を迎え、北秋田市に引き継がれる。

鷹巣町立�

※S35年

293人

7

H２年

162人

7

区　分

児童数

学級数

区　分

児童数

学級数

S47年

213人

7

H12年

134人

8

S55年

251人

9

H16年

121人

6

東小学校�



　広報たかのす　閉町記念特集号�３３�

　
地
域
の
伝
統
を
受
け
継
い
で�

　�　
綴
子
小
学
校
の
あ
る
綴
子
地
区
は
、

長
い
歴
史
を
持
つ
。
同
校
校
歌
の

歌
詞
に
あ
る
地
名
「
肉
入
籠
」
は
、

日
本
書
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
綴
子

の
古
名
で
あ
る
。
　�

　
藩
政
時
代
か
ら
内
館
塾
、
宮
野

塾
な
ど
私
学
教
育
の
伝
統
が
あ
っ

た
同
地
区
で
は
、
小
学
校
の
創
立

も
明
治
７
年
７
月
30
日
と
、
鷹
巣

町
で
は
最
も
早
か
っ
た
。�

　
村
は
当
時
も
教
育
行
政
に
熱
心
で
、

明
治
18
年
に
は
、
当
時
19
歳
の
内

藤
虎
次
郎
（
＝
湖
南
、
後
の
東
洋

史
学
者
）
を
校
長
に
招
い
て
い
る
。�

　
内
藤
校
長
の
も
と
か
ら
は
、
高

橋
本
吉
（
国
会
議
員
）
、
高
橋
宇

一
郎
（
県
会
議
員
）
な
ど
の
大
人

物
も
巣
立
っ
て
い
る
。�

　
分
校
の
歴
史
も
古
く
、
明
治
14

年
に
は
岩
谷
分
校
（
昭
和
54
年
廃
校
）

が
、
同
24
年
に
は
糠
沢
分
校
（
昭

和
41
年
廃
校
）
が
開
校
し
て
い
る
。�

　
綴
子
地
区
で
は
、
６
０
０
年
の

歴
史
を
持
つ
と
い
う
通
称
「
大
太

鼓
祭
り
」
（
八
幡
宮
綴
子
神
社
例

大
祭
）
が
知
ら
れ
、
児
童
た
ち
も
、

こ
の
祭
り
の
伝
統
を
学
校
活
動
の

中
で
も
継
承
し
て
い
る
。�

綴
子
村
宝
勝
寺
内
に
校
舎
を
仮
設
（
そ
の

後
、
内
館
塾
武
内
邸
に
移
す
）
。
開
校
時

の
児
童
は
18
名
。

岩
谷
分
校
新
築
落
成
。

大
畑
分
校
新
築
落
成
。

第
五
代
校
長
と
し
て
、
内
藤
虎
次
郎
（
後

の
東
洋
史
学
者
・
湖
南
）
就
任
。
校
舎
を

郷
倉
か
ら
高
橋
宇
一
郎
邸
に
移
す
。

岩
谷
分
校
を
閉
じ
る
。

綴
子
尋
常
小
学
校
と
称
す
る
。

糠
沢
に
分
校
教
室
を
開
校
。

岩
谷
に
分
校
室
を
開
校
。

高
等
科
を
設
置
、
綴
子
尋
常
高
等
小
学
校

と
改
称
。

創
立
30
周
年
記
念
式
挙
行
。

西
館
に
校
舎
新
築
落
成
。

高
等
科
３
年
設
置
、
女
子
農
業
科
仮
設
。

創
立
50
周
年
記
念
式
典
。

校
歌
制
定
。

綴
子
国
民
学
校
と
改
称
。

新
学
制
に
よ
り
綴
子
小
学
校
と
改
称
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
創
立
総
会
を
開
く
。

町
村
合
併
に
よ
り
鷹
巣
町
立
綴
子
小
学
校

と
改
称
。
校
章
を
制
定
。

本
校
、
糠
沢
分
校
を
統
合
し
、
新
た
に
綴

子
小
学
校
と
な
る
。

新
校
舎
落
成
。
西
館
校
舎
、
糠
沢
校
舎
よ

り
移
転
。

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

岩
谷
分
校
廃
校
、
本
校
に
統
合
。

創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
。

明
治
７
年

　
　

　
　
14
年

　
　
15
年

　
　
18
年

　
　
22
年

　
　
23
年

　
　
24
年

　
　
26
年

　
　
31
年

　
　
36
年

　
　
40
年

　
　
41
年

大
正
13
年

昭
和
５
年

　
　
16
年

　
　
22
年

　
　
23
年

　
　
31
年

　
　
39
年

　
　
41
年

　
　
49
年

　
　
54
年

平
成
16
年

学
校
の
沿
革�

え
ん
か
く

◇児童数・学級数の推移

●学校創立明治７年
●児童数203人　学級数8
〔所在地〕
●鷹巣町綴子字街道下59番地

※
昭
和
35
年
に
は
糠
沢
分
校
と

　
岩
谷
分
校
、
昭
和
47
年
に
は

　
岩
谷
分
校
を
含
む
。

▲現在の綴子小学校。町村合併後新築された学校
の中では最も早い昭和41年に建設されている。

▲上町・肝煎屋敷跡にあった旧校舎。この場所は、
明治19年から昭和40年まで校地として使用された。

し
し（
い
）り
こ

鷹巣町立�

※S35年

607人

17

H２年

314人

12

区　分

児童数

学級数

区　分

児童数

学級数

S47年

347人

14

H12年

225人

9

S55年

353人

13

H16年

203人

8

綴子小学校�



　広報たかのす　閉町記念特集号  ３４�

　
育
林
活
動
な
ど
の
伝
統
も�

　
　�

　
創
立
は
明
治
11
年
８
月
。
七
日

市
学
校
小
猿
部
分
教
室
と
し
て
与

助
岱
に
開
設
さ
れ
た
。
明
治
５
年

の
学
制
発
布
と
同
時
に
地
域
の
世

話
役
が
村
に
働
き
か
け
、
実
現
し

た
も
の
だ
っ
た
。�

　
同
25
年
、
竜
森
小
学
校
と
称
し
、

独
立
校
と
な
る
。�

　
同
40
年
、
前
校
地
の
鳥
越
に
移
転
、

同
時
に
葛
黒
に
葛
黒
小
学
校
が
分
離
、

開
校
し
て
い
る
。�

　
広
大
な
林
野
に
囲
ま
れ
た
竜
森

小
学
校
に
は
学
校
林
が
あ
り
、
育

林
活
動
で
数
々
の
表
彰
を
受
け
て

い
る
。
昭
和
38
年
に
は
文
部
大
臣
賞
、

農
林
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
地

域
ぐ
る
み
の
活
動
は
学
校
の
伝
統

と
な
っ
て
い
る
。�

　
昭
和
45
年
、
旧
竜
森
小
と
葛
黒

小
が
統
合
、
現
在
の
竜
森
小
が
創
立
。

47
年
、
現
校
舎
が
新
築
・
落
成
す
る
。

　
少
子
化
の
時
代
に
あ
っ
て
児
童

数
は
減
少
し
、
昭
和
50
年
代
に
は

複
式
学
級
が
導
入
さ
れ
る
が
、
交

通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大
会
で
10

度
の
全
県
優
勝
を
重
ね
る
な
ど
、

小
規
模
校
と
し
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
　
　�

与
助
岱
に
設
立
。
第
19
学
区
七
日
市
学
校

小
猿
部
分
教
室
と
称
す
る
。

新
小
学
校
施
行
令
に
よ
り
独
立
校
と
な
り
、

竜
森
尋
常
小
学
校
と
称
す
る
。

鳥
越
（
三
の
渡
）
に
移
転
、
新
築
。
葛
黒

小
学
校
と
分
離
す
る
。

竜
森
実
業
習
学
校
の
授
業
を
開
始
。

創
立
60
周
年
記
念
式
典
、
開
校
記
念
日
と

す
る
（
９
月
19
日
）
。

校
歌
制
定
。

国
民
学
校
施
行
令
に
よ
り
竜
森
国
民
学
校

と
称
す
る
。

竜
森
小
学
校
と
改
称
。
七
日
市
中
学
校
竜

森
分
校
と
併
設
。

旧
校
舎
解
体
、
新
校
舎
竣
工
。

町
村
合
併
に
よ
り
鷹
巣
町
立
竜
森
小
学
校

と
改
称
。

学
校
植
林
全
国
特
選
文
部
大
臣
、
農
林
大

臣
表
彰
。

旧
竜
森
小
学
校
、
葛
黒
小
学
校
を
統
合
し
、

新
た
に
竜
森
小
学
校
を
創
設
。

実
質
統
合
に
よ
り
鳥
越
校
舎
よ
り
葛
黒
校

舎
に
移
転
。
現
校
舎
新
築
落
成
。
ス
ク
ー

ル
バ
ス
、
門
ケ
沢
・
上
舟
木
へ
運
行
開
始

学
校
林
調
査
の
た
め
、
林
野
庁
官
来
校
。

小
猿
部
地
域
集
中
豪
雨
。
明
利
又
地
区
に

大
き
な
被
害
。

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
。

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
。

交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
大
会
で
町
22
連

勝
。
県
大
会
10
回
目
の
優
勝
。

明
治
11
年

　
　

　
　
25
年

　
　
40
年

　
　
44
年

昭
和
12
年

　
　
15
年

　
　
16
年

　
　
22
年

　
　
24
年

　
　
31
年

　
　
38
年

　
　

　
　
45
年

　
　

　
　
47
年

　
　

　
　
49
年

　
　
50
年

　
　

　
　
51
年

平
成
９
年

　
　
16
年

学
校
の
沿
革�

え
ん
か
く

◇児童数・学級数の推移（資料：学校基本調査）

●学校創立明治11年
●児童数13人　学級数3（複式）
〔所在地〕
●鷹巣町七日市字三の渡大野１0番地1

（
統
合
後
の
指
標
に
よ
る
）

▲平成16年の竜森小。学校活動は、地域一体とな
って行われている。今年で創立128年目を迎える。

▲昭和38年の鳥越校舎。そばに見える集落は三の
渡。明治40年から昭和24年までこの場所にあった。

鷹巣町立�

竜森小学校�

H２年

38人

5

区　分

児童数

学級数

区　分

児童数

学級数

S47年

127人

6

H12年

35人

4

S55年

47人

4

H16年

13人

3



　広報たかのす　閉町記念特集号�３５�

　
町
最
初
の
学
校
給
食
導
入
校�

　
　�

　
明
治
８
年
９
月
、
脇
神
学
校
と

し
て
脇
神
の
民
家
（
畠
山
良
助
宅
）

に
開
校
す
る
。
同
年
12
月
、
脇
神

郷
倉
前
に
校
舎
を
新
築
す
る
。
明

治
の
合
併
前
の
脇
神
村
、
小
森
村
、

中
屋
敷
村
当
時
の
頃
だ
っ
た
（
沢

口
村
の
発
足
は
明
治
24
年
）
。�

　
明
治
41
年
に
は
沢
口
尋
常
小
学
校
、

大
正
11
年
に
は
沢
口
高
等
尋
常
小

学
校
と
改
称
す
る
。�

　
昭
和
４
年
、
建
設
地
を
め
ぐ
り
、

紆
余
曲
折
を
経
て
藤
株
の
郊
外
（
現

小
摩
当
集
落
＝
前
校
地
）
に
新
校

舎
が
移
転
、
新
築
さ
れ
る
。�

　
昭
和
29
年
に
は
鷹
巣
町
で
初
め

て
学
校
給
食
が
導
入
さ
れ
、
昭
和

34
年
に
は
給
食
優
良
校
と
し
て
表

彰
さ
れ
て
い
る
。�

　
昭
和
44
年
、
学
区
が
改
変
さ
れ
、

坊
山
地
区
、
小
森
地
区
、
中
屋
敷

地
区
が
南
小
学
区
と
な
る
。
ま
た
、

鷹
小
学
区
だ
っ
た
南
鷹
巣
地
区
が

中
央
小
学
区
に
編
入
さ
れ
た
。�

　
な
お
、
坊
山
小
学
校
の
草
創
は

明
治
17
年
の
湯
ノ
岱
で
の
開
校
で
、

（
明
治
23
年
坊
山
に
移
転
）
変
遷

を
経
な
が
ら
昭
和
44
年
に
廃
校
と

な
り
、
南
小
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。�

脇
神
学
校
と
し
て
脇
神
畠
山
良
助
宅
に
開

設
。
初
代
校
長
山
形
鷲
之
助
。
児
童
20
名
。

脇
神
尋
常
小
学
校
と
称
す
。

沢
口
尋
常
小
学
校
と
改
称
。

坊
山
分
校
開
設
。

沢
口
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
る
。

小
学
校
移
転
問
題
で
紛
糾
。
村
議
会
に
お

い
て
、
僅
差
で
高
森
塚
ノ
岱
（
現
小
摩
当

集
落
）
に
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

脇
神
よ
り
高
森
塚
ノ
岱
に
移
転
、
新
築
。

沢
口
国
民
学
校
と
称
す
。
こ
の
年
の
児
童

数
は
５
９
４
名
、
教
員
数
は
13
名
と
、
最

も
多
い
頃
だ
っ
た
。

沢
口
村
立
沢
口
小
学
校
と
改
称
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
結
成

学
校
給
食
開
始
（
鷹
巣
町
で
最
初
）
。

町
村
合
併
に
よ
り
鷹
巣
町
立
沢
口
小
学
校

と
な
る
。

坊
山
分
校
独
立
校
と
な
る
（
44
年
、
南
小

に
統
合
）
。

全
国
給
食
優
秀
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

中
央
小
学
校
と
改
称
。
学
区
が
改
変
さ
れ
、

南
鷹
巣
地
区
が
編
入
、
小
森
・
中
屋
敷
地

区
が
南
小
学
区
と
な
る
。

中
央
小
学
校
名
目
統
合
（
中
央
校
舎
、
鷹

巣
校
舎
）
。

実
質
統
合
。
現
在
地
に
校
舎
新
築
移
転
。

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
。

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
。

南
部
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
の
た
め
解
体
。

創
立
１
３
０
年
目
を
迎
え
る
。

明
治
８
年

　　
　
20
年

　
　
34
年

　
　
44
年

大
正
11
年

昭
和
３
年

　
　

　
　
４
年

　
　
16
年

　
　

　
　

　
　
22
年

　
　
24
年

　
　
29
年

　
　
30
年

　
　
31
年

　
　

　
　
34
年

　
　
44
年

　
　

   　
　
45
年

　
　

　
　
47
年

　
　
50
年

平
成
７
年

　
　
15
年

　
　
17
年

学
校
の
沿
革�

え
ん
か
く

◇児童数・学級数の推移（資料：学校基本調査）

●学校創立明治8年
●児童数180人　学級数7
〔所在地〕
●鷹巣町脇神字高村岱79番地12

（
統
合
後
の
指
標
に
よ
る
）

▲解体前の沢口小学校。昭和４年、脇神から移転、
高森塚ノ岱（現小摩当集落）に建設された。

▲昭和47年に建設された中央小学校。今年平成17
年で創立130周年を迎える。

鷹巣町立�

H２年

267人

10

区　分

児童数

学級数

区　分

児童数

学級数

S47年

295人

12

H12年

191人

7

S55年

337人

13

H16年

180人

7

中央小学校�



　広報たかのす　閉町記念特集号  ３６�

　
明
治
７
年
、
竜
泉
寺
に
開
校�

� 

創
立
は
明
治
７
年
８
月
。
七
日
市

本
郷
に
沢
口
の
一
部
（
当
時
、
小

森
村
、
中
屋
敷
村
、
脇
神
村
）
を

入
れ
、
校
舎
に
竜
泉
寺
を
あ
て
、

七
日
市
学
校
と
し
て
発
足
し
た
。�

　
そ
の
後
、
七
日
市
簡
易
小
学
校
、

七
日
市
尋
常
小
学
校
と
改
称
す
る
。�

　
創
立
当
初
は
小
学
校
の
学
区
も

広
く
、
与
助
岱
や
小
森
、
湯
ノ
岱

に
分
教
場
や
巡
回
授
業
所
を
置
い

て
い
た
。�

　
明
治
34
年
、
七
日
市
高
等
尋
常

小
学
校
と
な
り
、
高
等
科
を
設
置

す
る
。�

　
七
日
市
村
は
、
長
岐
貞
治
村
長
（
１

８
４
９
〜
１
９
０
４
）
の
頃
か
ら

教
育
に
熱
心
で
、
明
治
42
年
に
は

小
学
校
に
隣
接
し
て
郡
立
農
林
学

校
が
設
立
さ
れ
る
。
大
正
２
年
、

旧
鷹
巣
町
に
移
転
し
た
農
林
学
校

の
元
校
舎
に
小
学
校
が
移
転
す
る
。�

 

昭
和
44
年
、
坊
山
小
学
校
と
統
合

し
、
南
小
学
校
と
改
称
、
45
年
に
は
、

中
央
小
の
一
部
、
葛
黒
小
の
一
部

を
編
入
す
る
（
名
目
統
合
）
。�

　
47
年
に
は
、
現
校
舎
が
新
築
さ
れ
、

旧
校
舎
は
明
治
以
来
の
長
い
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
た
。�

七
日
市
学
校
創
立
。

小
森
小
学
校
創
立
、
与
助
岱
分
校
開
設
。

小
森
、
脇
神
２
校
合
併
、
小
猿
部
小
学
校

と
改
称
。
湯
ノ
岱
に
巡
回
授
業
所
設
置
。

七
日
市
尋
常
小
学
校
と
改
称
。

小
猿
部
簡
易
小
学
校
と
改
称
。

七
日
市
簡
易
小
学
校
と
改
称
。

再
び
七
日
市
尋
常
小
学
校
と
改
称
。

独
立
校
舎
新
築
。

七
日
市
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
。

郡
立
農
林
学
校
開
校
、
校
舎
を
一
部
貸
与
。

郡
立
農
林
学
校
が
県
立
に
昇
格
し
旧
鷹
巣

町
に
移
転
し
た
た
め
、
校
舎
を
農
林
学
校

の
元
校
舎
に
移
転
。

七
日
市
国
民
学
校
と
改
称
。

新
学
制
に
よ
り
、
七
日
市
村
立
七
日
市
小

学
校
と
改
称
。

町
村
合
併
に
よ
り
、
鷹
巣
町
立
七
日
市
小

学
校
と
改
称
。

七
日
市
小
学
校
と
坊
山
小
学
校
が
南
小
学

校
に
統
合
（
名
目
統
合
）
。

中
央
小
の
一
部
、
葛
黒
小
の
一
部
を
南
小

学
区
へ
編
入
（
名
目
統
合
）
。

特
殊
学
級
を
開
設
。

校
舎
新
築
。
47
年
３
月
現
校
舎
に
移
転
。

新
校
舎
落
成
（
実
質
統
合
）
。

創
立
１
０
０
周
年
記
念
、
統
合
５
周
年
記

念
式
典
。

創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
。

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
。

創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
。

明
治
７
年

　
　
11
年

　
　
17
年

　
　
20
年

　
　
22
年

　
　
25
年

　
　
31
年

　
　
34
年

　
　
42
年

大
正
２
年

昭
和
16
年

　
　
22
年

　
　
31
年

　
　
44
年

　　
　
45
年

　
　
46
年

　
　
47
年

　
　
49
年

　
　
59
年

平
成
６
年

　
　
16
年

学
校
の
沿
革�

え
ん
か
く

◇児童数・学級数の推移（資料：学校基本調査）

●学校創立明治７年
●児童数121人　学級数8
〔所在地〕
●鷹巣町七日市字中岱31番地

�

（
統
合
後
の
指
標
に
よ
る
）

▲明治７年の開校以来、平成16年に創立130周年
目を迎えた南小学校。現校舎の建設は昭和46年。

▲旧葛黒小学校の学区は昭和45年の廃校後、南小
学区と竜森小学区にそれぞれ編入された。

七日市
小学校

▼

葛　黒
小学校

▼

鷹巣町立�

H２年

153人

8

区　分

児童数

学級数

区　分

児童数

学級数

S47年

265人

9

H12年

127人

8

S55年

180人

8

H16年

121人

8

南小学校�



　広報たかのす　閉町記念特集号�３７�

　
昭
和
46
年
、
４
校
が
統
合�

　
　�

　
西
小
は
昭
和
46
年
、
坊
沢
小
、

七
座
小
、
緑
ヶ
丘
小
、
黒
沢
小
の

４
校
が
統
合
し
て
誕
生
し
た
が
、

学
校
の
起
源
は
、
永
安
寺
に
坊
沢

学
校
が
創
設
さ
れ
た
明
治
10
年
に

さ
か
の
ぼ
る
。�

　
明
治
10
年
代
に
は
す
で
に
七
座

地
区
、
黒
沢
地
区
、
現
緑
ヶ
丘
地

区
で
も
巡
回
授
業
所
や
分
教
場
と

し
て
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。�

　
そ
の
後
、
明
治
20
年
に
は
坊
沢

尋
常
小
学
校
が
開
校
す
る
。
坊
沢

小
は
、
火
災
の
た
め
大
正
８
年
に

校
舎
が
全
焼
し
た
が
、
新
築
し
、

昭
和
46
年
の
統
合
ま
で
存
続
し
た
。�

　
七
座
簡
易
学
校
と
し
て
前
山
に

発
足
し
た
七
座
小
は
、
昭
和
12
年

今
泉
根
立
場
に
移
転
、
そ
の
後
昭

和
44
年
、
火
災
に
よ
り
全
焼
す
る
。�

　
明
治
26
年
に
坊
沢
小
観
音
堂
岱

分
教
場
と
な
っ
た
校
舎
は
、
変
遷

を
経
て
昭
和
31
年
に
校
名
を
変
更
、

緑
ヶ
丘
小
学
校
が
誕
生
す
る
。�

　
明
治
13
年
に
黒
沢
の
民
家
に
生

ま
れ
た
黒
沢
小
学
校
は
、
分
教
場
、

尋
常
小
時
代
を
経
て
昭
和
34
年
創

立
80
周
年
を
迎
え
た
後
、
同
46
年

に
廃
校
と
な
っ
た
。�

坊
沢
永
安
寺
に
坊
沢
学
校
が
開
設
さ
れ
る
。

学
区
の
改
正
に
よ
り
坊
沢
学
校
が
廃
校
と

な
る(

鷹
巣
小
学
校
と
同
一
学
区
）
。

坊
沢
学
区
の
黒
沢
分
教
場
が
開
設
さ
れ
る
。

七
座
に
鷹
巣
小
学
校
の
巡
回
授
業
所
が
開

設
さ
れ
る
。

観
音
堂
岱
（
緑
ヶ
丘
）
に
坊
沢
第
１
区
巡

回
授
業
所
が
設
立
さ
れ
る
。

鷹
巣
小
学
校
の
坊
沢
分
校
が
開
校
す
る
。

坊
沢
尋
常
小
学
校
が
開
校
。

前
山
に
七
座
簡
易
小
学
校
が
開
校
。

黒
沢
尋
常
小
学
校
が
開
校
。

坊
沢
小
学
校
全
焼
、
新
築
。

七
座
小
、
今
泉
根
立
場
に
校
舎
新
築
。
黒

沢
分
教
室
、
麻
生
分
教
室
（
天
神
小
学
校
）

を
開
設
。

観
音
堂
岱
校
舎
、
落
雷
に
よ
り
全
焼
。

黒
沢
小
学
校
不
動
下
校
舎
新
築
落
成
。

観
音
堂
岱
校
舎
新
築
。

合
併
に
よ
り
鷹
巣
町
立
坊
沢
小
学
校
、
七

座
小
学
校
、
黒
沢
小
学
校
と
改
称
。

鷹
巣
町
立
緑
ヶ
丘
小
学
校
発
足
。

坊
沢
小
学
校
新
築
落
成
。

七
座
小
学
校
全
焼
（
３
月
18
日
）
。

坊
沢
・
七
座
・
黒
沢
・
緑
ヶ
丘
の
４
小
学

校
が
廃
校
と
な
る
（
３
月
）
。
鷹
巣
町
立

西
小
学
校
が
誕
生
（
４
月
）
。

校
歌
、
校
章
制
定
。

校
舎
新
築
落
成
。

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

西
小
統
合
30
周
年
記
念
式
典
。

明
治
10
年

　
　
12
年

　
　

　
　
13
年

　
　
15
年

　
　
16
年

　
　
17
年

　
　
20
年

　
　
22
年

　
　
30
年

大
正
８
年

昭
和
12
年

　
　

　
　

　
　
16
年

　
　
17
年

　
　
19
年

　
　
30
年

　
　

　
　
31
年

　
　
38
年

　
　
44
年

　
　
46
年

　
　
47
年

　
　
48
年

　
　
52
年

平
成
13
年

学
校
の
沿
革�

え
ん
か
く

◇児童数・学級数の推移（資料：学校基本調査）

●学校創立明治10年（統合昭和46年）
●児童数120人　学級数7
〔所在地〕
●鷹巣町坊沢字善千鳥坂5番地

�

（
統
合
後
の
指
標
に
よ
る
）

▲昭和31年に発足した緑ヶ丘小学校。明治16年か
ら昭和46年の廃校まで観音堂岱を校地とした。

▲坊沢、七座、緑ヶ丘、黒沢の４小学校を統合し
て発足した西小学校。学校の起源は明治10年。

鷹巣町立�

H２年

185人

7

区　分

児童数

学級数

区　分

児童数

学級数

S47年

331人

13

H12年

148人

7

S55年

222人

9

H16年

120人

7

西小学校�



　広報たかのす　閉町記念特集号  ３８�

 

県
内
有
数
の
大
規
模
校
だ
っ
た
創
立
時�

　
　�

　
町
村
合
併
後
の
昭
和
33
年
、
旧

関
係
中
学
校
が
廃
止
に
な
り
、
統

合
鷹
巣
中
学
校
が
創
立
さ
れ
る
と
、

現
在
地
で
新
校
舎
建
設
の
第
１
期

工
事
が
始
ま
っ
た
。�

　
校
舎
建
設
は
昭
和
37
年
ま
で
に

６
期
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
完
成
ま

で
は
、
教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
生

徒
た
ち
も
整
地
作
業
な
ど
に
汗
を

流
し
た
。�

　
完
全
統
合
と
な
っ
た
昭
和
35
年

に
は
、
団
塊
の
世
代
の
入
学
時
期

と
も
重
な
り
、
生
徒
数
が
１
５
７

９
人
、
学
級
数
33
と
県
内
で
も
有

数
の
大
規
模
校
と
な
っ
た
。�

　
旧
校
舎
は
、
平
成
３
年
の
台
風

19
号
の
被
害
な
ど
で
老
朽
化
が
進
み
、

現
校
舎
の
建
設
が
計
画
さ
れ
る
。�

　
平
成
５
年
、
新
校
舎
の
杭
打
ち

が
始
ま
り
、
翌
平
成
６
年
に
は
、

第
１
期
工
事
が
完
成
、
同
７
年
２

月
落
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。�

　
少
子
化
時
代
と
な
り
、
現
在
の

生
徒
数
は
往
時
の
４
分
の
１
ほ
ど

と
な
っ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
音

楽
な
ど
の
文
化
面
で
も
、
各
種
活

動
が
盛
ん
な
伝
統
は
変
わ
ら
ず
、

鷹
中
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
い
る
。�

国
民
学
校
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
６
・
３
制

発
足
す
る
。
鷹
巣
・
七
座
・
坊
沢
・
同
観

音
堂
岱
分
校
・
綴
子
・
栄
・
沢
口
の
各
中

学
校
が
小
学
校
に
併
設
さ
れ
る
。

旧
鷹
巣
中
学
校
、
横
町
に
校
舎
新
築
。

沢
口
中
学
校
、
高
森
塚
ノ
岱
に
校
舎
新
築
。

綴
子
中
学
校
、
大
堤
に
校
舎
新
築
。

少
年
野
球
全
県
大
会
で
初
優
勝
。

各
中
学
校
廃
止
。
統
合
鷹
巣
中
学
校
創
立
。

校
章
、
校
歌
制
定
。

新
校
舎
入
校
式
（
旧
鷹
巣
、
坊
沢
、
七
座
、

緑
ヶ
丘
校
舎
廃
止
）

完
全
統
合
（
綴
子
、
栄
、
沢
口
校
舎
廃
止
）
。

第
６
期
工
事
（
特
別
教
室
２
期
分
）
完
了
。

野
球
場
、
運
動
公
園
完
了
。

全
県
少
年
野
球
大
会
で
２
回
目
の
優
勝
。

プ
ー
ル
完
成
。

陸
上
競
技
場
完
成
。

友
愛
の
塔
完
成
。
集
団
宿
泊
訓
練
所
設
置
。

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
。

町
立
武
道
館
設
置
。

全
国
中
学
校
バ
レ
ー
大
会
で
３
位
。

全
天
候
型
陸
上
競
技
場
が
完
成
。

東
北
中
学
野
球
大
会
で
優
勝
。

第
２
体
育
館
完
成
。

創
立
30
周
年
記
念
式
典
。

全
県
中
学
ス
キ
ー
大
会
女
子
総
合
８
連
勝
。

新
校
舎
第
１
期
工
事
完
成
、
旧
校
舎
教
室

棟
解
体
。
特
別
教
室
棟
改
築
。

全
県
駅
伝
大
会
女
子
５
連
勝
。

創
立
40
周
年
記
念
式
典
。

昭
和
22
年

　
　
24
年

　
　
25
年

　
　
26
年

　
　
32
年

　
　
33
年

　
　
34
年

　
　
35
年

　
　
37
年

　
　
38
年

　
　
39
年

　
　
40
年

　
　
41
年

　
　
43
年

　
　
44
年

　
　
48
年

　
　
49
年

　
　
55
年

　
　
58
年

　
　
59
年

　
　
63
年

平
成
２
年

　
　
６
年

　
　
７
年

　
　
10
年

◇生徒数・学級数の推移（資料：学校基本調査）

●学校創立昭和33年
●生徒数430人　学級数15
〔所在地〕
●鷹巣町坊沢字下上野79番地

（
統
合
後
の
指
標
に
よ
る
）

▲今年で学校創立47年目を迎える鷹巣中学校。
「自主・友愛・誠実」の校訓は今も変わらない。

▲創立当初、1,500人超の生徒を受け入れた旧鷹中
校舎。平成7年、老朽化で現校舎にバトンタッチ。

学
校
の
沿
革�

え
ん
か
く

鷹巣町立�

昭和35年

1,579人

33

H２年

750人

21

区　分

生徒数

学級数

区　分

生徒数

学級数

S47年

1,179人

29

H12年

493人

16

S55年

939人

24

H16年

430人

15

鷹巣中学校�



　広報たかのす　閉町記念特集号�３９�

 

七
日
市
、
沢
口
、
竜
森
の
３
校
が
統
合�

　
　�

　
昭
和
35
年
２
月
、
沢
口
地
区
、

七
日
市
地
区
の
代
表
と
教
育
委
員

会
が
協
議
し
、
同
年
４
月
、
旧
七

日
市
中
学
校
と
沢
口
中
学
校
の
一

部
が
統
合
、
鷹
巣
南
中
学
校
と
し

て
誕
生
し
た
。�

　
昭
和
41
年
に
は
竜
森
中
学
校
と

名
目
統
合
、
42
年
、
特
別
教
室
を

増
築
、
実
質
統
合
を
実
現
し
た
。

実
質
統
合
後
の
生
徒
数
は
４
６
２
名
、

12
学
級
で
、
最
も
規
模
が
大
き
か
っ

た
頃
だ
っ
た
。�

　
校
舎
は
七
日
市
産
の
杉
を
使
用

し
て
昭
和
24
年
に
建
設
さ
れ
た
木

造
校
舎
で
、
戦
前
の
趣
も
あ
り
、

昭
和
59
年
に
は
、
学
校
を
ロ
ケ
地

に
映
画
「
み
ち
の
く
子
ど
も
風
土
記
」

が
撮
影
さ
れ
て
い
る
（
未
完
成
）
。�

　
そ
の
校
舎
も
老
朽
の
た
め
、
昭

和
61
年
、
七
日
市
か
ら
現
在
地
に

移
転
、
新
築
さ
れ
た
。�

　
ま
た
、
昭
和
42
年
に
は
前
年
の

竜
森
中
の
統
合
に
よ
り
寄
宿
舎
「
竜

森
寮
」
が
設
置
さ
れ
た
。
現
在
、

通
年
制
の
寄
宿
舎
は
、
県
内
で
こ

こ
だ
け
で
あ
る
。�

　
平
成
９
年
に
は
創
立
50�
周
年
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
記
念
碑
が
建

設
さ
れ
て
い
る
。�

国
民
学
校
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
６
・
３
制

発
足
す
る
。
七
日
市
中
学
校
が
七
日
市
小

学
校
に
、
七
日
市
中
学
校
竜
森
分
校
が
竜

森
小
学
校
（
鳥
越
校
舎
）
に
、
沢
口
中
学

校
が
沢
口
小
学
校
に
併
設
さ
れ
る
。

七
日
市
中
学
校
独
立
校
舎
新
築
。

沢
口
中
学
校
独
立
校
舎
新
築
。

竜
森
分
校
独
立
。

鷹
巣
町
立
七
日
市
中
学
校
と
改
称
。

学
校
統
合
に
よ
り
沢
口
中
学
校
が
鷹
巣
中

学
校
沢
口
校
舎
に
（
名
目
統
合
）
。

七
日
市
中
学
校
と
鷹
巣
中
学
校
沢
口
校
舎

の
一
部
が
統
合
し
、
鷹
巣
南
中
学
校
が
発
足
。

校
舎
増
築
、
校
歌
、
校
旗
制
定
。

竜
森
中
学
校
が
統
合
。

校
舎
増
築
、
寄
宿
舎
新
築
。
実
質
統
合
及

び
創
立
20
周
年
記
念
式
典
。

吉
野
分
校
教
室
開
設
。

吉
野
分
校
教
室
、
比
内
養
護
吉
野
分
校
と

な
る
。

映
画
「
み
ち
の
く
子
ど
も
風
土
記
」
、
南

中
校
舎
を
中
心
に
撮
影
（
映
画
は
未
完
成
）
。

学
区
再
編
成
（
小
猿
部
地
区
）

校
舎
を
七
日
市
か
ら
現
在
地
に
移
転
、
新

築
。
竜
森
寮
移
転
。

陸
上
競
技
場
完
成
。
創
立
40
周
年
記
念
式

典
。
記
念
事
業
と
し
て
中
庭
を
整
備
。

３
階
教
室
１
棟
増
築
。

柔
剣
道
場
増
築
。

創
立
50
周
年
記
念
式
典
。
記
念
碑
序
幕
。

「
縄
文
の
森
」
序
幕
。

昭
和
22
年

　
　
24
年

　
　
25
年

　
　
30
年

　
　
31
年

　
　
33
年

　
　
35
年

　
　
38
年

　
　
41
年

　
　
42
年

　
　
49
年

　
　
52
年

　
　
59
年

　
　
60
年

　
　
61
年

　
　
62
年

平
成
２
年

　
　
４
年

　
　
９
年

　
　
11
年

◇生徒数・学級数の推移（資料：学校基本調査）

●学校創立昭和22年（統合昭和35年）
●生徒数173人　学級数8
〔所在地〕
●鷹巣町脇神字塚の岱165番地1

※
昭
和
35
年
に
は
、
竜
森
中

　
を
含
む

旧鷹巣南
中 学 校

▼

竜　森
中学校

▼

▲昭和35年に発足した（実質統合）鷹巣南中学校
は、七日市中の創立から今年で58年目を迎える。

▲旧南中学校の校舎は、七日市中学校時代を経て
昭和61年に廃校となった。竜森中の廃校は同41年。

学
校
の
沿
革�

え
ん
か
く

鷹巣町立�

S35年

408人

10

H２年

276人

10

区　分

生徒数

学級数

区　分

生徒数

学級数

S47年

311人

10

H12年

205人

8

S55年

140人

5

H16年

173人

8

鷹巣南中学校�
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<発行日：平成17年3月16日>

「
思
い
出
の
光
景
」�

�

鷹巣町役場総務課広報広聴係�
秋田県北秋田郡鷹巣町花園町19番1号�
☎0186-62-1111　FAX0186-63-2586�
�

「広報たかのす」閉町記念特集号（第1030号）�

（
昭
和
30
年
代�

　
　
〜
40
年
代
）�

かさの修理（昭和40年代）�

授業風景（竜森小　昭和30年代）�授業風景（竜森小　昭和30年代）�

映画館・民映�
　　（旧米代町通り　昭和30年代）�

すもう大会（坊沢　昭和40年代）�

炭焼きのお手伝い�
　　（七日市　昭和30年代）�

季節保育所（松沢　昭和41年）�季節保育所（松沢　昭和41年）�

馬に引かれる大太鼓（綴子　昭和40年代）�

田植え（昭和40年代）�

陸橋完成前の奥羽線踏切�
（昭和30年代）�

渡し舟での通学�
（小ケ田　昭和30年代）�




